
大型のチョウで、羽の基部に広
がる青色の部分は鱗粉を欠き、県
内に産する他のチョウとは趣を異
にする。
本種は晩秋に寒地から暖地へ長

距離移動することが知られ、長岡
では移動の折りに観察されるが、
西山丘陵に比べ東山での観察例は
少ない。
暖地性の種で、長岡近郊では寒

さのため、越冬できないとされる
が、温暖化の進行とともに観察機
会が増加すると考えられる。

（
菌
輪
）�

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

▲栖吉城跡（遠景・栖吉町）

編集・発行：長岡市広報広聴課〒940-8501 新潟県長岡市幸町2の1の1 10258・39・2202／FAX 0258・39・2272 http://www.city.nagaoka.niigata.jp
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市
内
に
は
大
小
合
わ
せ
五
十
を

超
え
る
城
館
跡
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
長
岡
城
の
よ
う
に
姿
を
消

し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
上
除
館
公

園
の
よ
う
に
土
塁
の
跡
の
み
を
残

す
も
の
、
水
梨
城
（
大
積
町
三
）

の
よ
う
に
戦
国
期
の
城
郭
の
特
色

を
歴
然
と
残
し
て
い
る
も
の
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

栖
吉
城
跡
は
市
内
で
も
、
最
大

の
規
模
を
持
つ
保
存
状
態
の
よ
い

も
の
で
す
。
昭
和
三
十
八
年
に
県

指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

栖
吉
城
は
十
五
世
紀
の
終
わ
り

こ
ろ
長
尾
孝
景
に
よ
っ
て
築
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
正

七
年
（
一
五
七
九
）、
御
館
の
乱

の
際
に
落
城
し
、
そ
の
後
、
慶
長

三
年
（
一
五
九
八
）
に
上
杉
景
勝

の
会
津
移
封
に
よ
っ
て
廃
城
と
な

り
ま
し
た
。

栖
吉
城
に
は
落
城
に
か
か
わ
る

伝
説
が
あ
り
ま
す
。
白
米
城
伝
説

と
い
う
「
ろ
う
城
の
際
に
白
米
で

馬
を
洗
い
、
馬
を
洗
う
ほ
ど
豊
富

に
水
が
あ
る
と
敵
を
欺
い
た
」
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
三
島
谷

城
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
落
城
の
際
に
宝
物
を
埋

蔵
し
た
と
い
う
伝
説
も
残
っ
て
い

ま
す
。「
栖
吉
城
の
城
山
に
は
白

い
椿
の
花
の
根
っ
こ
に
宝
物
を
埋

め
て
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

か
つ
て
古
志
郡
の
政
治
の
中
心

だ
っ
た
栖
吉
城
。
そ
の
栄
枯
盛
衰

を
し
の
ば
せ
る
伝
説
に
思
い
を
は

せ
、
壮
大
な
空
堀
や
帯
郭
な
ど
が

残
る
城
跡
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
こ
の
秋
に
お
勧
め
の
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

シリーズ� 防　災�防　災�防　災�６�
～自分でできる我が家の簡易耐震診断～

今月は、木造住宅の耐震性を簡単に診断できるチェックポイントをご
紹介します。耐震性をチェックしてみてください。

診断の結果はいかがでしたか。チェック項目の合計点数が25点以上に
なった場合は、専門家による耐震診断をお勧めします。
診断や改修にかかる費用については、助成制度や融資制度があります。
詳しくは建築住宅課へお問い合わせください。

問い合わせ＝建築住宅課139・2229

Q8 間仕切り壁 点数
●柱が見える壁（真壁）が多い……２
●柱が見えない壁（大壁）が多い…１
Q9 窓・入口
●比較的多い………………………２
（部屋を囲む境の３方向以上に窓
や入口がある）
●比較的少ない……………………１
Q10 大きさ
●大きい部屋（12畳以上）がある…２
●比較的小さい部屋が多い………１
Q11 部屋の境
●ふすま・障子など………………２
●壁…………………………………１
Q12 住宅の種類
●店舗つき住宅……………………２
●専用住宅…………………………１
Q13 老朽化
●している（特に水まわり等）…２
●全くか、ほとんどしていない…１

Q1 地盤 点数
●軟弱地盤等の悪い地盤…………10
（田沼などを埋め立てた軟弱地盤
や液状化の恐れのある砂質地盤）
●上記以外のよい地盤……………１
Q2 建築年代
●昭和25年以前……………………５
●昭和35年以前……………………２
●昭和36年以降……………………１
Q3 基礎
●玉石・切石やブロック…………10
●コンクリートの布基礎…………２
●鉄筋コンクリートの布基礎……１
Q4 屋根
●重い（日本瓦・かや葺など）……２
●軽い（ストレート瓦・鉄板など）…１
Q5 階数
●２階建て…………………………２
●平屋………………………………１
Q6 筋かい
●はいっていない…………………５
●はいっている……………………１
Q7 外壁
●土塗りや下見板貼り……………２
●モルタル塗りやボード貼り……１

春から秋、よく肥えた草地や芝
生に発生するハラタケ科のキノコ
で、ほぼ全世界に分布する。傘は
直径５～10cm、表面はほぼ白色～
帯黄色で、絹状の光沢がある。ひ
だは最初淡紅色、のち紫褐色～黒
褐色に変色する。
ハラタケは写真のように弧を描

いたり、輪状にならんで発生する
ことがある。これは「菌輪」と呼
ばれる現象である。ハラタケは、
開けた場所に発生することが多い
ので、菌輪がよく観察できる。

自然観察�10月 174

合計点数�
25以上�
16～24�
15以下�

耐震性に大きな不安あり�
耐震性に多少不安あり�
まず心配ありません�

（^日本建築学会「我が家の耐震」から）�

判　　　定�



何
を
ど
う
改
善
す
る
か

具
体
的
な
検
討
は

こ
れ
か
ら

委
員
か
ら
は
、
こ
れ
以
外
に
も

厳
し
い
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
で
は
こ
れ
か
ら
、
そ
れ
ら
を
真

し
に
受
け
止
め
、
何
を
ど
の
よ
う

に
改
善
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う

具
体
的
な
改
善
項
目
を
検
討
し
ま

す
。市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、

ご
提
案
を
〒
９
４
０
―

８
５
０
１

長
岡
市
役
所
行
政
管
理
課
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ルgyouk

an
city.nagaoka.niigata.jp

、

フ
ァ
ク
ス
39
・
２
２
７
７
、
長
岡

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
電
子
会
議

室
』
で
も
ど
う
ぞ
。

改
善
さ
れ
な
い
。
市
民
の
期
待
に

こ
た
え
る
た
め
に
は
、
日
常
的
な

取
り
組
み
が
必
要
」

「
職
員
一
人
ひ
と
り
が
行
革
の

必
要
性
を
理
解
し
、
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
」

「
改
善
を
進
め
る
た
め
に
は
、

職
員
に
痛
み
が
あ
っ
て
も
や
り
ぬ

く
と
い
う
決
意
を
表
す
必
要
が
あ

る
」「

職
員
の
仕
事
ぶ
り
や
職
員
数

な
ど
に
つ
い
て
『
も
っ
と
厳
し
く
、

も
っ
と
ス
リ
ム
に
』
と
い
う
踏
み

込
み
が
必
要
で
は
な
い
か
」

の
実
施
状
況
が
報
告
さ
れ
、
新
し

い
計
画
に
ど
う
反
映
す
る
か
、
新

し
い
計
画
で
は
ど
の
よ
う
な
基
本

姿
勢
で
改
善
に
臨
む
か
な
ど
が
議

論
さ
れ
ま
し
た
。

改
革
の
基
本
姿
勢
は

市
民
の
視
点
に
立
っ
た

分
か
り
や
す
い
改
革

左
頁
の
表
１
が
議
論
さ
れ
た
新

行
財
政
改
善
推
進
市
民
委
員
会

（
委
員
長
・
原
信
一
さ
ん
）
が
九

月
十
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
行
財
政
改
善

の
進
み
具
合
を
点
検
す
る
と
と
も

に
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
長
岡
市

が
取
り
組
む
新
し
い
行
財
政
改
善

推
進
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
の
会
議
で
は
、
現
行
計
画

市政ニュース�NAGAOKA

行
財
政
改
革
の
新
た
な
計
画

検
討
が
進
ん
で
い
ま
す

し
い
計
画
の
視
点
と
基
本
姿
勢
で

す
。
こ
れ
は
、
市
役
所
内
部
に
設

置
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

七
月
か
ら
検
討
し
て
き
た
も
の
で
、

厳
し
い
財
政
事
情
、
社
会
経
済
環

境
の
変
化
な
ど
に
対
応
す
る
改
革

に
つ
い
て
議
論
し
た
結
果
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

チ
ー
ム
は
、
そ
の
視
点
と
基
本

姿
勢
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
改

革
を
め
ざ
す
と
委
員
会
に
報
告
し

ま
し
た
。

・
「
市
役
所
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
で

あ
る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
市
民

が
よ
り
便
利
さ
を
実
感
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
を
実
現
す
る

・
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
、
民
間
経

営
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
都
市
経

営
を
め
ざ
し
、
効
率
的
・
効
果
的

な
行
財
政
運
営
を
実
現
す
る

・
市
民
の
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え

ら
れ
る
職
員
の
育
成
と
実
績
に
応

じ
た
給
与
制
度
へ
の
転
換
な
ど
で
、

少
数
精
鋭
の
生
産
性
の
高
い
市
役

所
を
実
現
す
る

・
市
民
参
加
を
進
め
る
た
め
、
情

報
や
機
会
、
場
を
提
供
す
る
な
ど
、

市
民
の
知
恵
や
力
を
生
か
し
た
市

政
運
営
を
実
現
す
る

も
っ
と
厳
し
く

も
っ
と
ス
リ
ム
に

こ
れ
に
対
し
、
委
員
会
で
は
次

の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
姿
勢
と
し
て
は
素
晴
ら
し
い

が
、
本
当
に
そ
う
な
る
の
か
」

「
市
民
は
結
果
が
欲
し
い
。
取

り
組
み
の
結
果
報
告
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
成

果
も
明
確
に
な
る
」

「
こ
と
ば
や
計
画
だ
け
で
は
、

東
京
・
歌
舞
伎
座
で

米
百
俵
を
Ｐ
Ｒ
！

９
月
３
日
〜
27
日
ま
で
、「
米
百

俵
」
が
東
京
・
歌
舞
伎
座
で
上
演

さ
れ
ま
し
た
。

長
岡
市
は
公
演
期
間
中
、
歌
舞

伎
座
の
２
階
ロ
ビ
ー
に
幅
約
10
メ

ー
ト
ル
の
米
百
俵
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
小
林
虎
三
郎
の
胸
像
や

直
筆
の
漢
詩
文
の
び
ょ
う
ぶ
、
愛

用
の
杯
、
柏
崎
県
か
ら
小
林
虎
三

郎
に
あ
て
た
任
命
書
な
ど
多
数
の

資
料
を
展
示
、
「
米
百
俵
」
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

信
濃
川
で
開
催
！

Ｅ
ボ
ー
ト
交
流
会

10
人
乗
り
の
組

立
式
手
こ
ぎ
ボ
ー

ト
「
E
ボ
ー
ト
」

で
信
濃
川
を
下
る

「
信
濃
川
E
ボ
ー

ト
交
流
会
」
が
、

９
月
８
日
、
妙
見

堰
上
流
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、

信
濃
川
を
通
し
て
地
域
間
の
交
流

を
深
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
信

濃
川
流
域
の
市
町
村
か
ら
約
３
０

０
人
が
参
加
。
川
口
町
と
長
岡
市

の
小
学
生
26
人
は
、
川
口
町
か
ら

妙
見
堰
ま
で
の
川
下
り
を
初
め
て

体
験
し
、
「
川
の
大
き
さ
が
わ
か

っ
た
」
「
川
下
り
に
は
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
大
切
」
な
ど
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

市
町
村
住
民
対
抗
の
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
で
は
、
森
市
長

を
は
じ
め
９
人
の
市
町
村
長
も
参

加
し
、
川
の
楽
し
さ
を
自
ら
体
験
。

今
後
、
川
を
生
か
し
た
地
域
連
携

や
教
育
へ
の
活
用
な
ど
に
発
展
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

3 2

▲「米百俵」を観劇するため、歌
舞伎座を訪れた小泉首相は、開演
前に展示コーナーをご覧になりま
した（９月８日）

公演中の１場面
虎三郎役は中村吉右衛門さん
（写真提供／松竹株式会社）

▲

行財政改革の視点
１　市民の視点に立った、分かりやすく具体的な改革
２　民間の経営的視点（市民本位、コスト意識）を導入した
改革

３　信頼される職員・市役所となるための改革
４　市民力が発揮されるための改革

（基本姿勢１）もっと便利に、もっと優しく
市民の視点に立ったサービスを行います

＜例えば＞
「もっと便利に」の視点から
「市役所はサービス産業である」という認識のもとで、「い

つでも、どこでも」市民がより便利さを実感できるサービス
を提供します。
「もっと優しく」の視点から
窓口での丁寧な対応はあたりまえ。市民一人ひとりの実情
に応じたきめ細やかなサービスを提供します。

（基本姿勢２）もっと効率的に、もっと徹底的に
やりくり上手になります

＜例えば＞
「もっと効率的に」の視点から
市が実施することの妥当性や必要性を検証し、市がやるべき
仕事（真に必要な仕事）を選択します。
「もっと徹底的に」の視点から
事務事業評価を活用し、事務事業のスクラップ・アンド・ビ
ルドを徹底。効果的に財源を配分します。

（基本姿勢３）もっと身近に、もっと役立つ
市民に信頼される市役所になります

＜例えば＞
「もっと身近に」の視点から
市民が親しみをもって気持ちよく利用できる市役所をめざし、
積極的な声かけ運動など基本的な接遇マナーを徹底します。
「もっと役立つ」の視点から
専門的能力や経営感覚を磨き、市民の信頼、期待にこたえら
れる職員、チャレンジ精神を持つ職員の育成に力を入れます。

（基本姿勢４）もっと一緒に、もっと柔軟に
市民とのパートナーシップを築きます

＜例えば＞
「もっと一緒に」の視点から
事業の構想段階から委員会などの議論や意見、資料を分かり
やすく提供するなど、情報の共有による市民との協働の基礎
をつくります。
「もっと柔軟に」の視点から
地域施設の管理、運営を市民（地域）本位に運営できるよう、
従来の固定的な役割分担から新たな役割を創造します。

行財政改革の基本姿勢

行財政改善推進計画の進行状況
（計画期間　平成１０年度～１４年度）

―着手、検討中（25 件）の項目の取り扱い―

●１４年度までに実施するもの（５件）
市営霊きゅう車の民営化、小規模保育所の統廃合、苦情
処理基準の作成など
●次期計画へ引き継ぐもの（１０件）
学校施設維持管理業務の委託、下水道事業と水道事業の
一体的管理体制の確立、人事考課制度の導入など
●継続しないものなど（１０件）
消防事務の広域再編、広域連合制度の活用、専門職制度
の導入、外部監査の導入など

―１年早く目標を達成したもの―

●起債残高の削減 ７３９億円を14年度末に７００億円へ
圧縮するという目標を13年度に達成。
●職員数の削減 13年４月現在職員数は、1,753人。10
年４月1,814人を14年４月に1,758人とする目標を上回っ
て達成。

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�

▲行財政改善推進市民委員会のようす
（９月10日、市立劇場大会議室）

平成13年�
3月末現在�

実施済� 一部又は継続実施�着手�検討中�

（180項目）�

89件（49％）� 66件（37％）� 18件�
（16％）�

7件�
（4％）�

表１

＠

▲川口町と長岡市の小学生が力を合わせて
信濃川を下りました（９月８日）



定
者
の
五
十
三
％
）
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に
入
所
・

入
院
し
て
い
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
が
、
千
二
百
七
十
五
人

（
要
介
護
認
定
者
の
三
十
％
）
で

す
。全

国
の
利
用
状
況
と
比
べ
る
と
、

長
岡
市
の
利
用
状
況
は
、
施
設
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
割
合
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す

（
図
３
）。

こ
れ
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
の
施
設
の
整
備
状
況
の
よ
い

こ
と
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

長
岡
市
は
、
介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て
検
討
す
る
介
護
保
険
研
究

会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
訪
問
介
護
事

業
者
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、
医
師

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
会
で
は
、
平
成
十
二
年
度

の
状
況
を
も
と
に
長
岡
市
の
現
状

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
多
く
が
在
宅

生
活
を
希
望
す
る
状
況
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
検
討
・
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

市
で
は
、
研
究
会
の
成
果
を
国

や
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
の
た
め
の
検
討
委
員
会
に
提
言

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら

65
歳
以
上
の
人
の

介
護
保
険
料
は
満
額
を
徴
収
し
ま
す

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
９
月
ま
で

本
来
の
保
険
料
の
半
額
を
徴
収
し
て
き
ま
し
た
が
、

10
月
か
ら
は
、
本
来
の
保
険
料（
＝
満
額
）
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
ま
か
な
う
大

切
な
財
源
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

末
の
時
点
で
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
対
象
と
な
る
要
介
護

認
定
（
要
支
援
・
要
介
護
１
〜
５
）

を
受
け
た
人
は
、
四
千
二
百
五
十

七
人
で
し
た
。
こ
れ
は
、
六
十
五

歳
以
上
の
人
の
八
人
に
一
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
状
況
と
比
べ
る

と
、
介
護
度
の
重
い
要
介
護
認
定

者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は

増
え
て
い
ま
す

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
介

護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
増

え
て
い
ま
す
（
図
２
）。

要
介
護
認
定
者
四
千
二
百
五
十

七
人
の
う
ち
、
三
千
五
百
三
十
一

人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
て
、
そ
の
う
ち
、
訪
問
介
護
（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
、

二
千
二
百
五
十
六
人
（
要
介
護
認

介
護
保
険
制
度
は
、
昨
年
四
月

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
十

二
年
度
は
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

要
介
護
認
定
者
は

４
、２
５
７
人

長
岡
市
で
は
、
平
成
十
二
年
度
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今月は、介護保険研究会で座長を務める特別養護老
人ホーム槇山けやき苑苑長の近藤和義さんにお話をう
かがいました。

◇　　　　　　◇
私は、介護保険研究会を介護の
現場と行政の接点として大切な議
論の場だと考えています。
研究会では、長岡市の高齢化の
状況や介護サービスの利用状況な
どを把握したうえで、現場の声を
生かし、いかに利用者やその家族
の方に利用しやすいサービスを提
供するかを検討していきたい、と
思っています。

現在、長岡地域には施設利用の申込者が多数いらっ
しゃいます。
しかし、高齢者の方の中には、在宅での生活を望ん

でいる人も多いと思われます。施設利用でなくても満
足できる居宅介護サービスを提供できれば、もっと、
居宅介護サービスを利用していただけるのではないか
と思うんです。現在は、まだ、居宅介護サービスに不
十分な面があるのでしょうか。居宅介護サービスの質
と量の確保が求められますね。
またこれからは、高齢者の健康についてどうとらえ

ていくか、介護予防、健康増進の視点から介護保険制
度を充実させていくことも大切だと考えます。

サービスの質と量を求めて、介護サービスのあり方を考えていきたい！コラム�
  ひと�

›

▲近藤和義さん
「座長として、うま
く研究会をまとめて
いきたい」

歌
に
あ
わ
せ
て
体
操
を
楽
し

む
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
（
９
月

17
日
・
長
岡
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ま
き
や
ま
で
）

図２　主な介護サービスの利用状況

図３　介護サービスの利用の割合 図１　要支援・要介護認定者の割合
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介
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を
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め
ま
し
た



体
験
さ
せ
る
こ
と
、
本
物
に
出
会

わ
せ
る
こ
と
、
学
校
と
地
域
の
交

流
を
大
事
に
し
た
い
」

「
自
然
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、

体
で
知
る
、
現
実
を
知
る
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
自
分
の
思

い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
を
体
得

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
」

「
親
は
子
ど
も
に
、
簡
単
に
得

ら
れ
る
楽
し
み
し
か
与
え
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
、
が
ま
ん
す
る

と
か
努
力
す
る
こ
と
を
教
え
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
が
ま
ん
の

末
に
得
た
も
の
、
努
力
し
て
得
た

も
の
に
対
す
る
喜
び
は
非
常
に
大

き
い
も
の
が
あ
る
」

心
の
教
育
の
充
実
に
向
け
て

心
の
教
育
と
は
何
か
？
五
回
の

懇
談
会
で
は
大
勢
の
市
民
の
み
な

さ
ん
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
教

育
委
員
会
の
ほ
か
、
十
月
十
三
日

に
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
各
中
学
校
区
単
位
で
、「
地

域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
た
め
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
心
の
教
育

に
つ
い
て
語
り
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

手
伝
い
や
生
活
習
慣
、
道
徳
観
、

正
義
感
な
ど
日
本
の
子
ど
も
た
ち

の
規
範
意
識
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
、
長
岡
市
内
で
は
、
不
登
校
の

発
生
率
は
小
学
校
で
減
少
、
中
学

校
で
微
増
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど

で
す
。

各
回
の
開
催
状
況
は
下
欄
の
と

お
り
で
、
懇
談
会
で
は
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

子
ど
も
た
ち
と
か
か
わ
っ
て
い
る

人
た
ち
が
自
ら
の
体
験
を
発
表
し
、

参
加
者
や
教
育
委
員
と
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。
発
言
の
内
容
を
少

し
紹
介
し
ま
す
。

大
人
を
見
て

子
ど
も
は
育
つ

「
小
学
校
で
は
、
調
べ
る
学
習

で
地
域
に
出
か
け
、
体
験
の
場
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

人
と
交
わ
れ
な
い
子
が
多
い
。

地
域
で
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
た
い
」

「
大
人
を
見
て
子
ど
も
は
育
つ
。

大
人
が
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る

姿
、
助
け
合
っ
て
い
る
姿
を
見
せ

る
こ
と
が
大
切
。
子
ど
も
に
言
う

前
に
、
大
人
が
示
す
こ
と
が
大
切
。

私
た
ち
大
人
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」

「
地
域
の
人
た
ち
は
、
子
ど
も

た
ち
を
学
校
に
任
せ
て
き
た
。
幼

児
期
や
小
学
校
の
段
階
か
ら
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」

「
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
と
、

集
団
の
中
で
人
間
関
係
が
う
ま
く

と
れ
な
い
子
、
自
分
で
判
断
せ
ず

周
り
に
あ
わ
せ
て
行
動
し
て
し
ま

う
子
が
多
い
。
自
分
で
考
え
る
力
、

判
断
す
る
力
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
る
」

「
様
々
な
場
面
で
問
題
解
決
を

地
域
の
役
割
、
学
校
の
役
割
―
そ

れ
ぞ
れ
の
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
、

心
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
懇
談
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

規
範
意
識
の

低
下
が
見
ら
れ
る

懇
談
会
で
は
、
毎
回
、
子
ど
も

た
ち
の
現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
二
十
日
、
第
五
回
ふ
れ
あ

い
教
育
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

家
庭
・
地
域
・
学
校
が
協
力
し
て

心
豊
か
な
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を

育
て
よ
う
と
、
教
育
委
員
会
が
五

月
か
ら
月
一
回
、
市
内
各
地
域
で

開
催
し
て
き
た
も
の
で
す
。

ふ
れ
あ
い
教
育
委
員
会
で
は
、

定
例
教
育
委
員
会
の
会
議
を
公
開

す
る
と
と
も
に
、「
家
庭
の
役
割
、

7 6

市政ニュース�NAGAOKA

▲長岡造形大学で開かれた『ふれあい教育委員会』

第１回　５月22日　関原中学校　参加者120人
第２回　６月26日　南中学校　参加者180人
第３回　７月22日　教育センター　参加者90人
第４回　８月20日　高齢者センターふそき参加者150人
第５回　９月20日　長岡造形大学　参加者150人

〈参加者の感想から〉
体験活動の大切さが分かった。身近な話で参考になった。
発表は素晴らしいが、具体的な行動に移すのは、大変で
ある。

心
の
教
育
を
考
え
る

ふ
れ
あ
い
教
育
委
員
会

市民公開講座へどうぞ（無料）
小中学校ＰＴＡ連絡協議会との共催です。テーマは、
「家庭の役割、地域の役割、学校の役割―それぞれの
連携―教育改革をふまえて」。ぜひ、ご参加ください。
日時 10月13日（土曜日）午後１時30分～５時10分
会場 厚生会館大ホール
内容 ¡講演

講師　教育評論家・尾木直樹さん
演題「子どもの危機をどう見るか」
―家庭、地域、学校の役割―

™シンポジウム
発言　旭岡中ＰＴＡ副会長・佐藤信子さん

県小中学校ＰＴＡ連合会顧問・
吉田秀夫さん

東北中学校長・高野孝雄さん
助言　教育評論家・尾木直樹さん

笠輪春彦・市教育長
進行　吉田博・市教育部長

問い合わせ　学校教育課1３９・２２３９

日・米・中の高校生の規範意識
「本人の自由でよい」と回答した人の割合
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市町村合併 ―考えるヒント¢―

～冷静な合併論議のための共通基盤～

市町村合併をめぐる論議には、合併の必要性そのも

のを問うものから生活圏の広がりを重視するもの、地

域の自立や自治の視点など実にさまざまな議論があり

ます。難解なところも多いこれらの議論ですが、論点

を３つに整理してみました。

１つ目は、合併に伴う各種の優遇策をアメ、地方交

付税の見直し方針等をムチに見立てた「アメとムチ」

論です。財政力の乏しい団体に根強い議論で、時に国

主導の合併策への反発や抵抗を伴います。

２つ目は「国盗り物語」論。大が小をのみ込むかた

ちの「吸収合併」にまつわる不安や懸念が叫ばれ、一

方には「規模拡大」への期待があります。あたかも戦

国時代を思わせる熱い議論が特徴です。

３つ目は「アリとキリギリス」論。「護送船団方式

の夏」をおう歌するキリギリスと、汗を流しコツコツ

と「季節の変化」に備えるアリ。将来に備えて今から

手を打っておくという地道な論立てですが説得力はあ

ります。

このような紋切り型の議論はともすればムードのみ

が先行し、冷静で客観的な判断を欠いたものとなりが

ちです。

長岡圏域13市町村では、合併論議のための共通基盤

として行財政データベースを整備しました。このデー

タベースを用いて、行財政状況の比較検討を進めなが

ら、合併の枠組みの決定や行政サービスの具体的な検

討に備えています。

市町村合併を考えるシンポジウム
～地方分権と市町村合併について～

直接会場へどうぞ。入場無料です。
日時＝10月23日c午後６時30分～９時30分
会場＝長岡リリックホール・シアター
内容＝¡基調講演

テーマ「地方分権と市町村
合併」

講師　東京大学名誉教授・
大森　彌さん

™パネルディスカッション
テーマ「市町村合併とまち

づくり」
コーディネーター

長岡大学助教授・鯉江康正さん
パネラー

茨城県鹿嶋市長・内田俊郎さん
燕三条青年会議所直前理事長・

松縄嘉彦さん
ネット13会長・鞍立常行さん
森民夫長岡市長

アドバイザー
東京大学名誉教授・大森　彌さん

問い合わせ＝長岡地域広域行政組合1３７・６０６７

▲大森　彌さん

阪之上小学校 新校舎で
児童元気いっぱい

２学期から阪之上小学校の児童278人は、新しい
校舎で学校生活を始めました。
バスケットボールのコートが２面取れるドーム

型の天井を持つ体育館では、体育の授業で２年生
がドッジボールを楽しんでいました。

わたる

開催状況



二
月
九
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
入
場
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
、

期
間
中
無
休
）。
会
場
は
科
学
博

物
館
展
示
室
で
入
場
無
料
で
す
。

目
玉
は
長
岡
市
に

寄
贈
さ
れ
た
火
　
土
器
！

今
回
公
開
す
る
火
　
土
器
は
、

昭
和
二
十
六
年
に
科
学
博
物
館

が
出
来
て
か
ら
今
年
で
五
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
県
内
で
は
最
も

古
く
歴
史
の
あ
る
総
合
博
物
館
で

す
。
こ
の
開
館
五
十
周
年
を
記
念

し
、「
重
要
文
化
財
考
古
資
料
展
〜

火
　
土
器
と
小
瀬
ヶ
沢
・
室
谷
洞

窟
出
土
品
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
は
、
十
月
二
十
七
日
〜
十

今
年
八
月
に
発
見
者
・
近
藤
篤
三

郎
さ
ん
の
孫
に
あ
た
る
近
藤
篤
史

さ
ん
か
ら
広
く
活
用
し
て
ほ
し
い

と
、
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

火
　
土
器
は
、
学
問
的
な
意
義

や
造
形
美
か
ら
縄
文
時
代
の
象
徴

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、

大
花
火
大
会
や
米
百
俵
の
精
神
と

同
様
に
、
長
岡
市
が
全
国
に
誇
る

も
の
の
一
つ
で
す
。
長
岡
で
の
公

日
時
＝
10
月
28
日
a
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

演
題
＝
火
　
土
器
と
小
瀬
ヶ
沢
・
室

谷
洞
窟
出
土
品
―
重
要
文
化
財
の
魅

力
―
　
講
師
＝
文
化
庁
文
化
財
保
護

部
美
術
学
芸
課
文
化
財
調
査
官
・
原

田
昌
幸
さ
ん

日
時
＝
11
月
10
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
　
演
題
・
講
師
＝
¡
御
山

の
博
物
館
と
考
古
学
…
新
潟
県
立
歴

史
博
物
館
長
・
小
林
達
雄
さ
ん
™
ト

キ
の
人
工
増
殖
と
野
生
復
帰
…
新
潟

県
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
長
・
近

辻
宏
帰
さ
ん

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

問
い
合
わ
せ
＝
科
学
博
物
館
1
32
・

０
５
４
６

当
日
、
直
接
ど
う
ぞ
。
科
学
博
物

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.m
useum

.city.nag
aoka.niigata.jp/

）

開
は
十
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い

今
回
の
特
別
展
で
展
示
す
る
資

料
は
約
二
千
点
。
火
　
土
器
以
外

に
も
、
目
を
み
は
る
も
の
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。
県
内
外
か
ら
資

料
を
集
め
、
今
回
初
め
て
公
開
す

る
資
料
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み

な
さ
ん
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

国
指
定
重
要
文
化
財
―
火
　
土
器
と

小
瀬
ヶ
沢
・
室
谷
洞
窟
出
土
品
を
公
開
し
ま
す

10
月
27
日
〜
12
月
9
日
、
科
学
博
物
館
開
館
50
周
年
記
念
特
別
展
を
開
催

長
岡
を
知
ろ
う
Y

科
学
博
物
館
開
館
50
周
年

記
念
講
演
会
（
無
料
）

重
要
文
化
財
考
古
資
料
展

記
念
講
演
会
（
無
料
）

【企画募集ツアー】
団体・グループのみなさんが巡りたいコースを企画してください。

そのコースにバスとガイドを用意します（悠久山や中心市街地など
を巡るバスを使わない企画もＯＫ）。
期間＝10月25日e～11月30日f（バスの確保が難しいため、土・日
曜日はなるべく避けてください） 参加料＝無料　回数＝３回（マ
イクロバス使用） 対象＝市内に居住または勤務、通学する15～25
人の団体、グループ　申し込み＝10月17日d（必着）までに、市役
所１階市民情報ラウンジ、ながおか市民センター１階まちの情報コ
ーナー、科学博物館、郷土史料館、各図書館、各公民館に設置の応
募用紙に必要事項を記入し、〒９４０－８５０１長岡市役所広報広聴課へ
郵送または持参（申し込み多数の場合抽選。なお、ツアーの前に団
体、グループの代表者と事前の打ち合わせ会を実施）

【モデルコースツアー　河井継之助と小林虎三郎の旅】
個人を対象としたツアーです。北越戊辰戦争の際、軍事総督とし

て長岡藩を指揮した河井継之助と米百俵の故事で知られる小林虎三
郎。長岡の歴史に大きな足跡を残したこの２人の人物にかかわる史

跡をめぐり、その生き様、考え方
を探ります。
日時＝¡10月29日b™31日dの午
前９時30分～午後４時（受付…午
前９時から） コース＝興国寺→
阪之上小学校伝統館→栄凉寺→榎
峠古戦場→浦柄神社（小千谷市）
→慈眼寺（小千谷会談の間）→司
馬遼太郎『峠』の碑　集合・解散
＝市役所東口　定員＝各25人　参
加料＝無料　持ち物＝昼食、飲み
物　申し込み＝10月17日d（必着）
までに、往復はがきの往信の裏に
希望の日（¡か™いずれか）、 住
所、氏名、年齢、電話番号を、返
信の表に郵便番号、住所、氏名を
記入して、〒９４０－８５０１長岡市
幸町２の１の１広報広聴課へ（は
がき１枚につき１人、申し込み多
数の場合抽選し、結果は18日eに
発送）
●天候によりルートが一部変更に
なる場合があります。

●参加者には、当日再発見したこ
とをアンケートに記入してもら
い、内容は長岡市ホームページ
で紹介します。

●パンフレットは市役所１階市民
情報ラウンジ、ながおか市民センター１階まちの情報コーナー、
科学博物館、郷土史料館、各図書館、各公民館にあります。長岡
市ホームページにも掲載しています。

▲小千谷会談の間（慈眼寺・６月
18日のながおかのまち再発見ツア
ーで）

▲小林虎三郎の墓（興国寺）

ながおかのまち
再発見ツアー

▲室谷洞窟出土の人骨（新潟大学医学部所蔵）
縄文時代前期の女性の頭蓋骨で県内最古。

▼深鉢・多縄文系土器（室谷洞窟出土）
室谷洞窟は東蒲原郡上川村の縄文時代草
創期～前期を中心とする遺跡。

石
槍
（
小
瀬
ヶ
沢
洞
窟
出
土
）

小
瀬
ヶ
沢
洞
窟
は
上
川
村
の
縄
文
時
代

草
創
期
の
遺
跡
。

▲

▲

か

え
ん
　
ど
　
き

く
つ

こ
　
せ
　
が
　
さ
わ

む
ろ

や

ど
う

ちょっとお先に資料展を
のぞいてみよう！

わぁー。
本当に炎みたい。

「火　土器」の名前はこの土器
だけのものなんだよ。他は
火　型と呼ばれる。
火　土器以外にも馬高

遺跡から出土した遺物を
数多く展示しているよ。
特にコハク玉はもろいの
で展示期間中だけの限定
公開。見なきゃ損かな。

平成12年に重要文化
財に指定された出土品
をたくさん展示するよ。
さらに今回は初めて

の試みとして、県内外
からも縄文時代草創
期（12,000年前）の資
料を数多く借りてきて
展示しているんだ。

すごいんだね。

怖
い
〜
。

まだまだ必見は多い
よ。黒曜石の産地同定
分析という最新の分析
結果も公開しているん
だ。その結果、北海道
や神津島（東京都）と
すでに交流していた可
能性も出てきた。
このほかにも写真家

の土門拳氏が撮影した、
火　土器や小瀬ヶ沢洞
窟の写真もパネルで紹
介しているよ。

い
し
や
り

問い合わせ＝広報広聴課1３９・２２０２



＝
①
②
各
１
、０
０
０
円
③
２
、０
０
０

円
　
□申
ラ
グ
ラ
ス
の
会
・
高
柳
さ
ん

1
33
・
２
８
２
４

■
合
同
彩
墨
画
展
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
13
日
g
〜
15
日
b
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
13
日
は
午
後
１

時
か
ら
、
15
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル
　
出
品

団
体
＝
創
月
会
、
墨
月
会
、
長
月
会
、

清
月
会
　
□問
島
村
栄
一
さ
ん
1
32
・

７
８
５
３

■
悠
遊
健
康
村
祭

日
時
＝
10
月
13
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
悠
遊
健
康
村
（
大

字
日
越
）

内
容
＝
健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
、
公
開
健
康
講
座
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
県
内
大
学
音
楽
サ

ー
ク
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト

ほ
か
　
□問
立
川
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
本
部
企
画
室
1
33
・
３
１
１
１

●
教
育
講
演
会
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
９
日
c
午
後
３
時

〜
４
時
50
分
　
演
題
＝
「
新
教

育
課
程
の
め
ざ
す
授
業
づ
く
り

〜
総
合
的
な
学
習
を
中
心
と
し

て
」

講
師
＝
上
智
大
学
教
授

・
加
藤
幸
次
さ
ん
　
会
場
・
申

し
込
み
＝
教
育
セ
ン
タ
ー
（
三

和
２
）
1
33
・
２
０
２
２

●
環
境
保
全
講
演
会
「
21
世
紀

の
地
球
は
ど
こ
へ
行
く
」

地
球
環
境
問
題
の
第
一
人
者

が
、
危
機
的
と
も
い
え
る
地
球

環
境
の
現
状
を
報
告
し
、
私
た

ち
の
進
む
べ
き
道
を
語
り
ま
す
。

日
時
＝
10
月
12
日
f
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
　
会
場
＝
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ

ー
ル
　
講
師
＝
東
京
大
学
大
学

院
教
授
・
石
弘
之
さ
ん
　
定
員

＝
４
５
０
人
　
申
し
込
み
＝
環

境
政
策
課
1
24
・
０
５
２
８

●
長
岡
学
の
す
す
め
〜
長
岡

再
発
見
の
旅
（
全
２
回
）

時
間
＝
午
後
２
時
〜
４
時
　
会

場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
定
員

＝
60
人
　
受
講
料
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
中
央
公
民
館
1
32

・
０
４
３
７

●
な
が
お
か
女
性
セ
ミ
ナ
ー

公
開
講
演
会
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
27
日
g
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
評
論

家
・
作
家
・
吉
武
輝
子
さ
ん

演
題
＝
「
い
き
い
き
生
き
る
た

め
に
」

定
員
＝
１
０
０
人

申
し
込
み
＝
中
央
公
民
館
1
32

・
０
４
３
７

●
長
岡
市
民
踊
発
表
交
歓
会

各
地
区
公
民
館
等
の
民
踊
教

室
の
成
果
発
表
会
で
す
。

日
時
＝
11
月
11
日
a
正
午
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
無
料
　
問
い
合
わ
せ

＝
中
央
公
民
館
1
32
・
０
４
３
７

は
さ
み
　
申
し
込
み
＝
10
月
17

日
d
ま
で

〔
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
の
育
て

方
そ
の
２
　
冬
越
し
の
仕
方
〕

日
時
＝
11
月
17
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会

館
第
１
小
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
50

人
　
申
し
込
み
＝
11
月
14
日
d

ま
で

●
や
さ
し
い
英
会
話
教
室

日
時
＝
10
月
11
日
〜
12
月
13
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
計
10
回
）

会
場
＝

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
対
象
＝

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

お
お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
　
定

員
＝
30
人
　
受
講
料
＝
１
、０
０

０
円
　
講
師
＝
テ
ス
タ
ー
・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
）

申
し
込
み
＝
10
月
９
日
c
ま
で

に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
1
32
・

４
４
２
９
へ

●
鉄
道
模
型
運
転
会
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
20
日
g
午
後
２
時

〜
４
時
、
21
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
会
場
・
問
い
合
わ

せ
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
1

34
・
１
３
０
５

●
手
品
と
紙
芝
居
を

楽
し
む
会
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
３
日
-
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
40
分
　
会
場
・
問

い
合
わ
せ
＝
青
少
年
文
化
セ
ン

タ
ー
1
34
・
１
３
０
５

●
星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

直
接
、
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
雨

●
キ
ノ
コ
を
調
べ
る
会

日
時
＝
10
月
13
日
g
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
２
時
（
小
雨
決
行
）

観
察
地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド
　
集
合
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ

ー
ラ
ン
ド
Ｃ
駐
車
場
　
対
象
＝

小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料
＝
50

円
　
持
ち
物
＝
採
集
用
具
、
筆

記
用
具
、
昼
食
、
雨
具
　
申
し

込
み
＝
10
月
11
日
e
ま
で

●
キ
ノ
コ
の
展
示
会
（
無
料
）

長
岡
周
辺
で
採
れ
る
キ
ノ
コ

を
展
示
・
解
説
し
、
名
前
の
わ

か
ら
な
い
キ
ノ
コ
を
調
べ
ま
す
。

日
時
＝
10
月
14
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
科
学
博

物
館

●
生
物
標
本
・
自
然
科
学
写
真

展
示
会
（
無
料
）

小
・
中
・
高
校
生
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
17
日
d
〜
21
日
a

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
21
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
＝

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
　

●
小
・
中
・
高
校
生
の

生
物
研
究
発
表
会
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
21
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
４
０
１
教
室

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

日
時
＝
10
月
28
日
a
午
前
８
時

〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
宮
本
町
周
辺
　
集
合
＝
雪

国
植
物
園
東
口
駐
車
場
　
対
象

＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料
＝

50
円
　
持
ち
物
＝
観
察
用
具
、

筆
記
用
具
　
申
し
込
み
＝
10
月

25
日
e
ま
で

●
地
層
と
化
石
の
観
察
会

日
時
＝
10
月
28
日
a
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時
（
雨
天
の
場

合
は
11
月
４
日
）

観
察
地
＝

出
雲
崎
町
　
集
合
＝
Ｊ
Ｒ
越
後

線
小
木
ノ
城
駅
前
　
対
象
＝
小

学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
）

参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食
、

水
筒
、
帽
子
、
雨
具
　
申
し
込

み
＝
10
月
25
日
e
ま
で

●
化
石
の
学
習
会

日
時
＝
11
月
11
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
工
作
室
　
対
象
＝
前
記
の

「
地
層
と
化
石
の
観
察
会
」
に

参
加
し
た
人
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
）

参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食

申
し
込
み
＝
11
月
８
日
e
ま
で

●
越
冬
昆
虫
を
調
べ
る
会

日
時
＝
11
月
11
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
信
濃
川
河
畔
　
集
合

＝
科
学
博
物
館
　
対
象
＝
小
学

生
〜
一
般
　
参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
採
集
用
具
（
根
掘
り

な
ど
）、
筆
記
用
具
、
昼
食

申
し
込
み
＝
11
月
８
日
e
ま
で

天
、
曇
天
の
場
合
は
中
止
）。

日
時
＝
10
月
20
日
g
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
・
問
い
合

わ
せ
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

1
34
・
１
３
０
５

●
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

日
時
＝
11
月
18
日
a
・
12
月
９

日
a
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
　
対
象
＝
小
学
３
年
生

〜
高
校
生
ま
た
は
親
子
　
定
員

＝
15
人
　
材
料
費
＝
４
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
10
日
g
ま
で

に
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
1
34

・
１
３
０
５
へ

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
は
11
月
11
日
a
、
大
会
の
た

め
一
般
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
初
心
者
の
た
め
の
ス
ペ
イ
ン
語
会
話

日
時
＝
10
月
10
日
〜
12
月
26
日
の
毎

週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
　
会
場

＝
中
央
公
民
館
　
参
加
料
＝
４
、０
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

□問
寺

井
敦
子
さ
ん
1
27
・
１
６
５
４

■
長
岡
お
と
こ
塾
「
何
処
に
見
つ
け

ま
す
？
男
の
人
権
」（
無
料
）

日
時
＝
10
月
11
日
〜
11
月
１
日
の
毎

週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
　
内
容

＝
講
演
「
い
ま
、
な
ぜ
男
女
共
同
参

画
な
の
で
す
か
？
」
ほ
か
　
会
場
＝

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
男
女
平

等
推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ル
な
が
お
か

定
員
＝
30
人
　
□申
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
で
〒
９
４
０
│

２
１
０
４
大
島
新

町
４
の
乙
41
の
１
大
橋
良
之
さ
ん
1

・
FAX
28
・
０
４
３
５
へ

■
秋
の
星
座
・
惑
星
観
測
会(

無
料)

日
時
＝
10
月
12
日
f
午
後
６
時
45
分

〜
９
時
30
分
（
曇
天
時
は
７
時
〜
８

時
30
分
、
雨
天
中
止
）

会
場
＝
信

濃
川
河
川
公
園
第
２
野
球
場
駐
車
場

内
容
＝
天
体
観
察
、
パ
ソ
コ
ン
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
ほ
か
　
持
ち
物
＝
防
寒

着
　
□問
太
田
昭
次
さ
ん
1
32
・
１
５

０
８

■
講
演
会
＆
コ
ン
サ
ー
ト
　
仲
さ
ん

の
シ
ュ
ー
ベ
ル
テ
ィ
ア
ー
デ

日
時
と
内
容
＝
①
10
月
12
日
f
午
前

10
時
か
ら
②
10
月
13
日
g
午
前
10
時

か
ら
…
①
②
と
も
講
演
、
③
10
月
14

日
a
午
後
２
時
か
ら
…
コ
ン
サ
ー
ト

（
歌
と
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
演
奏
）

会
場
＝
①
中
央
図
書
館
講
堂
②
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
③
県
立
近

代
美
術
館
講
堂
　
講
師
・
出
演
＝
治

療
教
育
家
・
仲
正
雄
さ
ん
　
参
加
料

●
五
目
お
こ
わ
作
り

日
時
＝
10
月
24
日
d
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
　
加
工
品
目
＝
五

目
お
こ
わ
、
田
舎
ま
ん
じ
ゅ
う

参
加
料
＝
８
０
０
円
　
定
員
＝

20
人
　
申
し
込
み
＝
10
月
10
日

d
午
前
９
時
か
ら
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー
1
34
・
５
３

６
０
へ

●
花
と
緑
の
教
室
（
無
料
）

お
申
し
込
み
は
、
公
園
緑
地

課
1
39
・
２
２
３
０
へ
。

〔
庭
木
の
冬
囲
い
〕

日
時
＝
10
月
20
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の

森
管
理
事
務
所
前
　
定
員
＝
50

人
　
持
ち
物
＝
軍
手
、
せ
ん
定

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ
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科
学
博
物
館
の
催
し
　
1
32
・
０
５
４
６

●長岡市美術展覧会（市展）
作品を募集します。ふるってご応募ください。また、
入賞作品を展示します。ぜひ、ご覧ください。
日　　時＝11月１日e～５日b午前９時～午後６時

（５日は午後３時まで）
会　　場＝厚生会館大ホール、第１小ホール
部　　門＝日本画、洋画、彫刻、工芸、書道、写真
応募作品＝創作作品で未発表のもの
応募資格＝中学生以上（市外の人も可）
作品搬入＝10月28日a午後２時～７時に厚生会館２階

ロビーへ（写真部門は１階第１小ホール）
出品手数料＝一般…１点１,５００円（１点増すごとに１,

０００円）、中・高校生…１点１,０００円（１
点増すごとに８００円）

募集要項・出品申込書・作品貼付票は、市役所１階
案内所、４階国際文化課、ながおか市民センター、各
図書館、中央公民館、各地区公民館、厚生会館、画材
店、書道用品店、カメラ店（一部）にあります。

問い合わせ＝国際文化課1３９・２２５１

●郷土民俗芸能公演会（無料）
日時＝11月３日-午後１時～３時　会場＝厚生会館中
ホール　出演＝親沢町手踊り保存会、槇下町稚児舞保
存会、西楽寺吹奏会、脇川新田舞保存会

問い合わせ＝科学博物館1３２・０５４６

●錦鯉品評会・即売会 約２万匹を即売します。
日時＝11月１日e～４日a午前８時～午後５時（品評
会は１日のみ） 会場＝厚生会館前広場

●らんちゅう品評会・即売会
日時＝11月２日f～４日a午前８時～午後５時（４日
は午後４時まで。品評会は３日のみ）
出品数＝約１５０匹　会場＝厚生会館前広場

●秋の味穫市
日時＝11月２日f～４日a午前９時から　会場＝厚生
会館前広場　内容＝地元の野菜、食・物産の展示販売

●菊花展示会 自慢の菊を出品してください。
日時＝11月２日f～７日d午前８時～午後５時
（２日は午後１時から、７日は正午まで）

会場＝厚生会館東側自由広場
展示内容＝第１～３花壇、自由１・３幹立、懸崖、盆
栽、切り花など約１,３００鉢

市民作品募集＝自由大菊・小菊・切り花など（優秀作
品には賞品を授与）

問い合わせ＝長岡市菊花愛好会事務局・斉藤満さん1
３６・５２５４、中川二一さん1３５・７３８１

問い合わせ＝観光課1３９・２２２１

秋まつり １１月１日E～７日D
厚生会館にて
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■
信
濃
川
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
　
妙
見

堰
に
サ
ケ
の
溯
上
を
見
に
行
こ
う

日
時
＝
10
月
21
日
a
午
前
９
時
〜
午

後
２
時
　
集
合
＝
妙
見
堰
記
念
公
園

駐
車
場
　
持
ち
物
＝
長
ぐ
つ
、
双
眼

鏡
ほ
か
　
参
加
料
＝
４
０
０
円
　
□申

信
濃
川
を
愛
す
る
会
・
平
岡
さ
ん
1

０
９
０
・
４
９
２
３
・
９
６
９
３

■
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
あ
そ
ぼ
う(
無
料)

日
時
＝
10
月
21
日
a
午
後
４
時
〜
５

時
30
分
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
地
下
１
階
　
対
象
＝
幼
児
・

小
学
生
の
親
子
　
内
容
＝
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
、
あ
そ
び
歌

ほ
か
　
□申
7
ラ
ボ
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
・
穂
刈
恵
理
子
さ
ん
1
・
FAX
32
・

３
０
９
８

■
社
会
人
向
け
講
座

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
門

日
時
＝
10
月
24
日
〜
来
年
２
月
27
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
会
場
＝
長
岡
明
徳
高
校
　
内
容

＝
Ｌ
ｏ
ｔ
ｕ
ｓ
１
│

２
│

３
で
の
表

計
算
ほ
か
　
定
員
＝
30
人
　
受
講
料

＝
５
、０
０
０
円
　
□申
10
月
15
日
b
〜

19
日
f
の
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
に
所
定
の
申
込
用
紙
と

受
講
料
を
長
岡
明
徳
高
校
事
務
室
1

33
・
５
８
２
１
へ
直
接
持
参

■
か
け
は
し
の
森
を
育
む
会

日
時
＝
10
月
28
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
か
け
は
し
の
森（
東

山
ふ
れ
あ
い
農
業
公
園
内
）

内
容

＝
自
然
観
察
、
ど
ん
ぐ
り
拾
い
、
き

の
こ
鑑
定
　
定
員
＝
30
人
　
参
加
料

＝
50
円
　
持
ち
物
＝
昼
食
、
雨
具
、

軍
手
　
□申
長
岡
地
域
森
林
組
合
事
務

所
1
21
・
４
５
２
５

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
10
月
10
日
d
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
内
容
＝
エ
ド
ワ

ー
ド
・
ア
ー
デ
ィ
ゾ
ー
ニ
作
「
チ

ム
と
ゆ
う
か
ん
な
せ
ん
ち
ょ
う

さ
ん
」

参
加
料
＝
無
料
　
会

場
・
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
図
書

館
1
32
・
０
６
５
８

●
映
画
会
（
無
料
）

期
日
と
内
容
＝
¡
10
月
14
日
a

「
道
」（
54
年
イ
タ
リ
ア
）
™
10

月
23
日
c
「
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ニ

ナ
」（
48
年
イ
ギ
リ
ス
）

時
間

＝
午
後
２
時
〜
３
時
50
分
　
会

場
・
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
図
書

館
1
32
・
０
６
５
８

●
読
者
の
つ
ど
い

日
時
＝
10
月
26
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文

庫
　
内
容
＝
平
岩
弓
枝
著
「
平

安
妖
異
伝
」

問
い
合
わ
せ
＝

中
央
図
書
館
1
32
・
０
６
５
８

●
な
が
お
か
野
菜
料
理
教
室

な
が
お
か
野
菜
を
使
っ
た
昔

な
が
ら
の
郷
土
料
理
に
あ
な
た

も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
10
日
g
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時
　
会
場
＝
健

康
セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
50
人

材
料
費
＝
５
０
０
円
　
持
ち
物

＝
エ
プ
ロ
ン
、
台
ふ
き
　
申
し

込
み
＝
10
月
31
日
d
ま
で
に
長

岡
野
菜
研
究
会
1
46
・
７
３
１

７
、
農
林
振
興
課
1
39
・
２
２

２
３
へ

●
越
後
オ
ペ
ラ「
み
る
な
の
座
敷
」

ハ
イ
ラ
イ
ト
版

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
で

は
、
圏
域
内
の
中
学
１
年
生
を

対
象
に
音
楽
鑑
賞
教
室
「
み
る

な
の
座
敷
」
を
上
演
し
ま
す
。

そ
の
公
演
に
市
民
の
み
な
さ

ん
を
ご
招
待
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
14
日
d
¡
午
前
10

時
15
分
〜
11
時
30
分
™
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
45
分
　
会
場
＝

市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル
　
定
員
＝

¡
40
人
™
50
人
　
申
し
込
み
＝

10
月
31
日
d
必
着
で
、
往
復
は

が
き
の
往
信
の
裏
に
「
み
る
な

の
座
敷
希
望
」、午
前
・
午
後
の

別
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
〒
９
４

０
│

８
５
０
１
長
岡
市
役
所
国

際
文
化
課
へ
（
は
が
き
１
枚
に

つ
き
１
人
、
多
数
の
場
合
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
＝
国
際
文
化
課
1

39
・
２
２
５
１

●
中
心
商
店
街

「
ゆ
う
・
遊
ま
ち
め
ぐ
り
」

参
加
者
募
集

11
月
か
ら
お
買
い
物
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
の
名
称
が
「
ゆ
う
・
遊

ま
ち
め
ぐ
り
」
に
変
わ
り
ま
す
。

長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が

み
な
さ
ん
を
ご
案
内
し
ま
す
。

参
加
料
＝
無
料
（
食
事
付
）

定
員
＝
各
コ
ー
ス
８
人
（
多
数

の
場
合
抽
選
）

申
し
込
み
＝

10
月
15
日
b
ま
で
に
長
岡
市
商

店
街
振
興
組
合
連
合
会
1
32
・

７
０
０
２
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝

商
業
振
興
課
1
39
・
２
２
２
８

「
米
百
俵
コ
ー
ス
」

米
百
俵
の
碑
や
米
百
俵
に
ち

な
ん
だ
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
５
日
b
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

「
秋
を
満
喫
コ
ー
ス
」

秋
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル

メ
、
ア
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
６
日
c
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

「
お
店
の
顔
、
あ
ね
さ
ま
コ
ー

ス
」中

心
商
店
街
の
「
あ
ね
さ
ま
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
９
日
f
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

10
月
１
日
、
「
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
働
く
女
性
の
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

「
せ
と
ぎ
わ
で
も
生
き
抜
け

る
女
の
人
生
選
び
」

公
開
講
座
（
無
料
）
の
み
の

受
講
も
可
能
で
す
。

日
時
＝
11
月
７
日
d
・
17
日
g

・
21
日
d
・
28
日
d
の
午
後
７

時
〜
９
時
（
17
日
は
公
開
講
座

で
午
前
10
時
〜
正
午
）

会
場

＝
２
階
２
０
２
会
議
室
　
定
員

＝
30
人
（
公
開
講
座
は
１
０
０

人
）

受
講
料
（
資
料
代
）
＝

１
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
10

月
31
日
d
ま
で
に
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ル
な
が
お
か

1
39
・
２
７
４
６
へ

●
く
ら
し
の
講
座

「
野
菜
と
健
康
」（
無
料
）

日
時
＝
10
月
15
日
b
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
３
階
３

０
１
会
議
室
　
定
員
＝
40
人

講
師
＝
カ
ゴ
メ
1
研
究
所
研
究

員
　
申
し
込
み
＝
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
1
32
・
０
０
２
２

●
初
め
て
の
人
の
手
話
講
座

あ
い
さ
つ
や
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
手
話
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
10
月
25
日
e

時
間
＝

午
前
の
部
…
10
時
〜
正
午
、
午

後
の
部
…
２
時
〜
４
時
　
会
場

＝
２
階
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー

定
員
＝
各
20
人
　
参
加
料
＝
無

料
　
申
し
込
み
＝
10
月
10
日
d

〜
19
日
f
に
福
祉
相
談
課
1
39

・
２
２
１
８
、
FAX
32
・
０
１
６

０
へ
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
26
日
f
午
後
２
時

〜
４
時
　
会
場
＝
３
階
３
０
１

会
議
室
　
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の

起
動
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
入

門
　
定
員
＝
10
人
　
申
し
込
み

＝
10
月
10
日
d
〜
19
日
f
に
福

祉
相
談
課
1
39
・
２
２
１
８
、

FAX
32
・
０
１
６
０
へ

訂
正
と
お
わ
び

市
政
だ
よ
り
９
月
号
で
、
市

民
セ
ン
タ
ー
内
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
す
る

届
け
出
の
な
か
に
「
死
亡
届
」

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。
「
死
亡
届
」

は
市
役
所
本
庁
舎
１
階
の
市
民

課
で
の
み
受
け
付
け
し
ま
す
。

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

13 12

〔講習内容〕¡パソコンの基本操作™ワープロ文書の作成£

インターネット操作¢電子メールの送受信
〔対象〕20歳以上の初心者
〔申し込み〕10月20日g（消印有効）までに、往復はがきの
往信の裏にコースNo.（第１・２希望を記入）、住所、氏名、
年齢、電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記
入し、〒９４０－００７２柳原町２の１生涯学習・体育課ＩＴ講
習推進室へ（はがき１枚につき１人、多数の場合10月23日c

に抽選し、結果を10月26日fに発送）
〔問い合わせ〕
生涯学習・体育課ＩＴ講習推進室1３２・６１０２（代）

インターネット講習会
１１・１２月受講生募集（無料）

コース�
No. 期　　日� 定員� 会　　場�
平日午前コース　９：３０～１２：００�

79�
80�
81�
77�
78

11/13c、14d、15e、16f�

11/19b、21d、26b、28d

11/27c、28d、29e、30f

12/4c、5d、6e、7f

12/10b、11c、12d、13e

11/13c、14d、15e、16f�

11/19b、20c、21d、22e

12/3b、4c、5d、6e

20人�
20人�
20人�
20人�
20人�

青少年文化センター（今朝白1）�
幸町分室（幸町2）�
青少年文化センター�
幸町分室�
幸町分室�

平日午後コース　１３：３０～１６：００�
74�
75�
76

20人�
20人�
20人�

青少年文化センター�
幸町分室�
幸町分室�

11/12b、13c、14d、15e�

11/15e、16f、19b、20c

11/27c、28d、29e、30f

12/3b、4c、6e、7f

12/11c、12d、13e、14f

73�
143�
144�
145�
146

20人�
38人�
40人�
40人�
40人�

幸町分室�
関原中学校（関原1）�
東北中学校（川崎1）�
東中学校（水道町5）�
宮内中学校（宮栄2）�

平日夜間コース　１８：３０～２１：００�

２日間コース　９：３０～１６：００（２７３は１５：３０まで）�
11/11a、18a�

11/16f、17g�

11/17g、18a�

12/1g、8g�

12/ 9a、16a

271�
272�
273�
274�
276

25人�
5人�
25人�
5人�
25人�

長岡情報ビジネス専門学校（弓町1）�
ティー・アンド・ケー（弓町2）�
長岡コンピュータカレッジ（殿町1）�
ティー・アンド・ケー�
長岡情報ビジネス専門学校�

国営越後丘陵公園　バラ園整備記念式典
国営越後丘陵公園では、1北陸製作所からバラの寄贈を
受け、バラ園を整備します。この整備を記念した式典にど
うぞご参加ください。
日　時＝10月21日a午前10時30分～11時30分
会　場＝国営越後丘陵公園　定　員＝100人
式典参加者の入園料は無料。式典終了後、園内を自由に
観覧できます。長岡ニュータウン公園駐車場からバスで送
迎します（午前10時までに集合）。
申し込み＝公園緑地課1３９・２２３０

～バラ園管理育成ボランティア募集！～
バラ園の管理育成にかかわりながら、バラ栽培の技術が
習得できます。定員は50人です。
申し込み＝越後公園管理センター1４７・８００１

国営越後丘陵公園オータムフェア2001

秋も雪国植物園へどうぞ！
今シーズンは、11月18日aの午後４時で閉園します。

入園料＝大人３００円、小・中学生２００円

①落ち葉と木の実を探す会
日時＝11月４日a午前10時から

②晩秋の探鳥会
日時＝11月18日a午前８時～10時

問い合わせ　雪国植物園146・0030

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し

期　間＝10月６日g～28日a

（10月７日a・14日aは入園料が
無料。ただし、駐車料金は有料）
開園時間＝午前９時30分～午後５時
～森の音楽会（第５回夢プラン実施プラン）～
ハーモニカやカスタネットのほか、空き缶やフライパン
など音の鳴る日用品を持って演奏会に参加しませんか。
日時＝７日a午後１時30分集合　会場＝越の池ステージ
演奏曲＝きらきらぼし、森のくまさんほか
～芸術の秋～
自然風盆栽展（７日・８日）、大文字草山野草展・銀粘土
アクセサリー教室・展示（13日・14日）、ハーブリース作
り教室（14日）、押し花教室・アメリカンフラワー教室
（20日・21日）、タッジーマッジー作り（21日）、オラン
ダザンスフォークアート教室・シャドーボックス教室・
しゅんこうのちぎり絵教室（27日・28日）
～スポーツの秋～
ディスクゴルフ体験教室（７日・14日）、スーパードッグ
スコンペティション（13日・14日）
～食の秋～
園芸市・物産販売コーナー（期間中の土・日・祝日、６
日・20日を除く）、フレッシュハーブティーコーナー（14
日・28日）

問い合わせ 越後公園管理センター1４７・８００１

みんな�
来てね！�

’
’

そ

ころりん
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

■
デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・

ひ
と
み
長
岡
公
演
「
ギ
リ
シ
ャ

神
話
　
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
」

ろ
う
者
と
聴
者
が
と
も
に
創
る
現

代
人
形
劇
で
す
。

日
時
＝
10
月
26
日
f
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

シ
ア
タ
ー
　
入
場
料
＝
一
般
２
、０
０

０
円
、
小
・
中
・
高
校
生
１
、５
０
０

円
（
当
日
各
５
０
０
円
増
）

□問
長

岡
デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
の
会
事
務
局
・

高
橋
さ
ん
1
・
FAX
37
・
６
８
８
１

■
映
画
「
ハ
ッ
ピ
ー
」
上
映
会

日
時
＝
10
月
28
日
a
①
午
前
10
時
②

午
後
０
時
20
分
③
午
後
２
時
30
分

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

入
場
料
＝
大
人
１
、２
０
０
円
（
当
日

３
０
０
円
増
）、
子
ど
も
８
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
）

□問
夢
ハ
ウ

ス
け
や
き
の
家
1
37
・
１
９
９
７
（
月

〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

■
リ
ト
ミ
ッ
ク
公
開
講
座

日
時
＝
10
月
28
日
a
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
市
立
劇
場
小

ホ
ー
ル
　
講
師
＝
国
立
音
楽
大
学
講

師
・
馬
淵
明
彦
さ
ん
　
定
員
＝
幼
児

20
人
（
年
少
10
人
、
年
中
・
年
長
10

人
）、

小
学
１
・
２
年
生
10
人
、
見

学
者
（
学
生
・
一
般
）
50
人
　
参
加

料
＝
２
、５
０
０
円
　
□問
長
尾
さ
ん
1

・
FAX
39
・
０
４
５
７

■
長
岡
大
学
公
開
講
座
「
日
々
の
く

ら
し
と
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
諸
相
」

日
時
＝
10
月
31
日
〜
11
月
28
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分
　
会
場
＝
長
岡
大
学
講
義
室
　
定

員
＝
30
人
　
受
講
料
＝
５
、０
０
０
円

□申
長
岡
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
1

39
・
１
９
０
３
へ
は
が
き
で
（
FAX
39

・
９
５
６
６
も
可
）

●
な
が
お
か
農
業
ま
つ
り

新
鮮
な
農
畜
産
物
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

日
時
＝
10
月
20
日
g
・
21
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
21
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝

ハ
イ
ブ
長
岡
　
内
容
＝
農
産
物

品
評
会
、
農
畜
産
物
販
売
、
き

の
こ
ま
つ
り
、
小
・
中
学
校
絵

画
展
、
保
育
園
児
発
表
会
な
ど

問
い
合
わ
せ
＝

農
林
政
策
課
1

39
・
２
２
２
４
、

Ｊ
Ａ
越
後
な
が

お
か
福
祉
生
活

課
1
35
・
１
３

０
４

●
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
＆
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
カ
in
に
い
が
た
２
０
０
１

県
内
外
の
工
作
機
械
・
産
業

機
械
や
電
子
・
情
報
機
器
な
ど

を
中
心
と
し
た
産
地
製
品
、
開

発
新
製
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
26
日
f
〜
28
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
28
日

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

会

場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
　
出
展
企
業

＝
１
０
３
社

《
同
時
開
催
》
Ｉ
Ｔ
特
別
講
演

会
、
長
岡
技
大
・
長
岡
高
専
ロ

ボ
ッ
ト
作
品
実
演
・
展
示
、
高

校
生
相
撲
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
、

高
校
生
電
子
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
、

中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
向
け

工
業
所
有
権
セ
ミ
ナ
ー
、
環
境

ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ペ

ッ
ト
ロ
ボ
教
室
by
高
専
ほ
か

《
電
子
工
作
体
験
教
室
　
サ
ッ

カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
立
て
て

Ｐ
Ｋ
ゲ
ー
ム
を
や
ろ
う
》

日
時
＝
10
月
27
日
g
・
28
日
a

¡
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分
™
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
２

階
会
議
室
　
対
象
＝
小
学
４
年

生
以
上
　
定
員
＝
各
回
25
人

参
加
料
＝
３
０
０
円
　
申
し
込

み
＝
6
新
潟
県
電
子
機
械
工
業

会
1
34
・
４
５
１
５
へ

◆
　
　
　
　
◆

問
い
合
わ
せ
＝
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

＆
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
in
に
い
が

た
２
０
０
１
実
行
委
員
会
1
46

・
９
７
１
１
、
工
業
振
興
課
1

39
・
２
２
２
２

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

1
32
・
4
4
2
9

●
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

日
時
＝
11
月
２
日
〜
１
月
25
日

の
毎
週
金
曜
日
（
11
月
23
日
、

12
月
28
日
、
１
月
４
日
を
除
く

計
10
回
）
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
　
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
　
定
員
＝
30
人
　
対
象
＝
市

内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
　
参
加

料
＝
１
、０
０
０
円
　
持
ち
物
＝

内
覆
き
　
申
し
込
み
＝
10
月
25

日
e
ま
で
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
1
32
・
４
４
２
９
へ

生
涯
学
習
・
体
育
課

1
32
・
5
1
1
0

●
長
岡
高
校
テ
ニ
ス
開
放

期
間
＝
11
月
７
日
〜
来
年
３
月

の
毎
週
水
曜
日
　
時
間
＝
午
後

７
時
30
分
〜
９
時
30
分
　
会
場

＝
長
岡
高
校
大
体
育
館
　
利
用

料
＝
無
料
　
利
用
方
法
＝
ラ
ケ

ッ
ト
な
ど
の
用
具
は
各
自
で
用

意
し
、
直
接
会
場
へ
（
出
入
り

は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
脇
か
ら
）

●
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

無
料
開
放
感
謝
デ
ー

11
月
30
日
の
閉
場
を
前
に
無

料
開
放
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
10
日
g
・
11
日
a

午
前
７
時
〜
午
後
５
時
　
申
し

込
み
＝
両
日
と
も

１
カ
月
前
の
午
前

９
時
か
ら
希
望
が

丘
テ
ニ
ス
場
1
29

・
１
０
８
２
へ
直

接
ま
た
は
電
話
で

●
信
濃
川
右
岸
ト
リ
ム
コ
ー
ス

の
一
部
通
行
禁
止

信
濃
川
通
信
管
路
工
事
の
た

め
、
長
岡
大
橋
〜
長
生
橋
間
堤

防
上
の
ト
リ
ム
コ
ー
ス
が
12
月

末
ま
で
順
次
、
通
行
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
工
事
区
間
は
、
コ

ー
ス
中
の
看
板
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

1
34
・
2
7
0
0

●
新
潟
県
女
子
駅
伝
競
走
大
会

み
な
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。
当
日
は
コ
ー
ス
区
間

で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
４
日
a
正
午
ス
タ

ー
ト
　
コ
ー
ス
＝
市
営
陸
上
競

技
場
前
〜
大
手
大
橋
〜
大
手
通

り
〜
中
央
図
書
館
前
〜
栖
吉
町

（
折
り
返
し
）

●
悠
久
山
水
泳
教
室

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ

ン
グ
コ
ー
ス
追
加
募
集

初
心
者
も
大
歓
迎
！

期
間
＝
10
月
18
日
〜
12
月
20
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
５
時
30
分

〜
７
時
（
計
10
回
）

会
場
＝

悠
久
山
屋
内
プ
ー
ル
　
募
集
人

数
＝
20
人
　
参
加
料
＝
５
、０
０

０
円
　
申
し
込
み=

10
月
17
日

d
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
悠

久
山
プ
ー
ル
1
35
・
６
３
６
８

へ●
市
民
体
育
祭
空
手
道
大
会

日
時
＝
11
月
18
日
a
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
北
部
体
育
館

種
目
＝
¡
個
人
形
…
小
・
中
・

高
校
生
™
基
本
演
武
…
初
心
者

£
組
手
…
小
学
生
高
学
年
〜
一

般
　
参
加
料
＝
小
・
中
学
生
７

０
０
円
、
高
校
生
・
一
般
１
、

０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
10
月

12
日
f
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
市
民
体
育
館
へ

●
市
民
体
育
祭
柔
道
大
会

日
時
＝
11
月
11
日
a
午
前
９
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
　
参
加
料
＝
無
料
　
種
目
＝

¡
個
人
戦
…
小
学
１
・
２
年
の

部
、
３
年
の
部
、
４
年
の
部
、

５
年
の
部
、
６
年
の
部
、
中
学

生
以
上
は
階
級
別
™
団
体
戦
…

中
学
生
以
上
　
申
し
込
み
＝
所

定
の
用
紙
を
市
民
体
育
館
1
34

・
２
７
０
０
か
〒
９
４
０
│

０

０
８
３
宮
原
３
の
６
の
17
遠
藤

六
郎
さ
ん
へ

●
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
教
室

日
時
＝
10
月
22
日
・
29
日
、
11

月
５
日
・
12
日
・
26
日
の
月
曜

日
午
後
７
時
〜
９
時
　
会
場
＝

市
民
体
育
館
　
対
象
＝
小
学
生

以
上
　
定
員
＝
30
人
　
参
加
料

＝
３
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込
み
＝
10
月
19
日
f
ま
で

に
市
民
体
育
館
1
34
・
２
７
０

０
へ

●
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

日
時
＝
10
月
10
日
〜
25
日
の
毎

週
水
・
木
曜
日
（
計
６
回
）
午

後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分
　
会

場
＝
市
民
体
育
館
　
対
象
＝
小

学
生
　
定
員
＝
20
人
　
参
加
料

＝
２
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込
み
＝
市
民
体
育
館
1
34

・
２
７
０
０

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
２
０
０
１
「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
て
」

（
参
加
無
料
）

日
時
＝
11
月
３
日
-
午
後
１

時
45
分
〜
５
時
　
会
場
＝
長

岡
技
術
科
学
大
学
講
堂
　
定

員
＝
３
５
０
人
　
申
し
込
み

＝
10
月
25
日
e
ま
で
に
市
民

体
育
館
1
34
・
２
７
０
０
へ

内
容
＝

¡
基
調
講
演
「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
21
世
紀
へ
の
提
言
」（
講
師

…
福
島
大
学
教
育
学
部
助
教

授
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
ブ
ネ

ッ
ツ
理
事
長
・
黒
須
充
さ
ん

™
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
社
会
の
創
造
を
め
ざ

し
て
」

地
域
ス
ポ
ー
ツ
、
少
年
ス

ポ
ー
ツ
、
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
関
係
者
ら
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

■
Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
養
鯉
部
会

錦
鯉
展
示
即
売
会

日
時
＝
10
月
21
日
a
正
午
〜
午
後
３

時
　
会
場
＝
Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
太

田
支
店
（
濁
沢
町
）

□問
Ｊ
Ａ
越
後

な
が
お
か
営
農
課
1
35
・
１
２
８
０

■
中
古
衣
料
品
即
売
会

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
衣
料
品
（
下

着
類
除
く
）
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

提
供
受
付
＝
10
月
25
日
e
・
26
日
f

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
販
売
＝
10

月
27
日
g
・
28
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー

ル
　
□問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
消
費

者
協
会
長
岡
支
部
事
務
局
1
32
・
０

０
２
２

15 14

●中澤桂プロデュース「響き合う歌声」
日時＝11月４日a午後２時から　会場＝リリックホール・コンサ
ートホール　入場料＝無料（要整理券）
〔公開レッスン〕
日時＝10月28日a午後１時から　会場＝リリックホール・コンサ
ートホール　入場料＝無料
●第５回三善晃プロデュース「響き合うピアノ」
日時＝11月11日a午後２時から　会場＝リリックホール・コンサ
ートホール　入場料＝無料（要整理券）
●親子のための招待コンサート～歌とヴァイオリン、
ピアノで奏でるクリスマス・ファンタジー～

日時＝12月24日（ ）午後２時～３時　会場＝リリックホール・コン
サートホール　対象＝５歳～中学生の子どもとその保護者　定員
＝7 0 0人　申し込み＝往復はがきの往信の裏に「親子のための招
待コンサート参加希望」、希望者全員の氏名（ふりがな）、 続柄、
人数、住所、電話番号、小・中学生は学年を、返信の表に保護者
の住所、氏名を記入し、〒９４０－２１０１寺島町315長岡リリックホ
ール事業係へ（１家族につきはがき１枚）
《10 月13 日Gチケット発売》
●プラハ・フィルハーモニー管弦楽団
新進気鋭のヴァイオリニスト奥村愛登場！

日時＝１月15日c午後７時から　会場＝市立劇場大ホール　曲目
＝メンデルスゾーン／ヴァイオリン協奏曲ほか　料金（全席指定）
＝Ｓ席５,０００円、A席４,０００円、B席３,０００円、学生席２,０００円
青少年招待＝50人（申し込みは10月13日g～12月21日f。詳しく
はお問い合わせください）
●上杉祥三俳優メソッド参加者募集！
プロの俳優・上杉祥三さんのワークショップ

で、レベルアップをめざしませんか！
対象＝18歳～39歳の本格的に演技を学びたい人
定員＝20人　参加料＝７,４８０円（教材費・保険
代含む）

～お知らせ～
10月14日aにリリックホールで開催する予定だった「ドナルド
・キーンと三善晃の対談」は、出演者の都合により中止となりま
した。チケットは10月21日aまでリリックホールで払い戻ししま
す。詳しくはリリックホールへお問い合わせください。
これに代わり、13日gにドナルド・キーン氏と中矢一義リリッ
クホール館長、14日aに中矢一義館長と三善晃氏のリレートーク
を開催します（ともに入場無料）。詳しくはリリックホールまで。

▲上杉祥三演出の市民劇
「舞台役者症候群像」
（７月20日）

芸術文化振興財団ガイド　129・7711

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

休10 月20 日G・21 日A 長岡造形大学にて

●長岡デザインフォーラム10 周年記念事業
デザインネットワークセミナー
日時＝10月20日g午後１時～４時30分

●シンポジウム「ネットデザインセンターの可能性」
日時＝10月21日a午後１時30分～４時30分

●デザインフェア展示会
日時＝10月20日g午後１時～４時30分、21日a午前９

時30分～午後４時30分

●わんぱくけんちく工作まつり
日時＝10月20日g午後１時～４時、21日a午前９時30

分～午後４時30分
ほかにも開催日、会場の異なる催しが盛りだくさんで

す。詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ　長岡デザインフェア2001 実行委員会事務局

（国際文化課内）1３９・２２５１

長岡デザインフェア2001
「みんなでつくろうデザインシティ」

日　時＝10月13日g正午～午後５時、
14日a午前10時～午後４時

会　場＝ハイブ長岡、千秋が原ふるさとの森

問い合わせ　福祉総務課1３９・２２１７
FAX ３９・２２７５

すこやか・ともしびまつり2001
～手をつなぎ心ふれあう新世紀～

ス
ポ
ー
ツ�

▲昨年のすこやか・
ともしびまつりで
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

０
０
円（
当
日
５
０
０
円
増
）、フ
リ
ー

券
３
、０
０
０
円
、
障
害
を
持
つ
人
…

各
券
の
半
額（
介
助
者
は
無
料
）、
小

・
中
学
生
…
１
回
券
５
０
０
円
　
□問

長
岡
市
民
劇
場
事
務
局
1
35
・
９
５

３
８
（
月
〜
金
曜
日
の
午
後
）

■
総
合
生
協
　
生
協
ま
つ
り

「
い
の
ち
と
緑
の
ま
つ
り
」

日
時
＝
11
月
４
日
a
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡

内
容
＝
生
協
食
品
試
食
・
販
売
、
環

境
・
平
和
・
福
祉
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

□問
総
合
生
協

中
越
セ
ン
タ
ー
1
46
・
７
７
０
０

■
定
期
演
奏
会
「
長
商
の
夕
」

日
時
＝
11
月
10
日
g
午
後
６
時
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル
　
入
場

料
＝
一
般
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下

３
０
０
円
（
当
日
各
１
０
０
円
増
）

□問
長
岡
商
業
高
校
音
楽
部
・
岡
崎
さ

ん
1
35
・
１
５
０
２

■
あ
け
ぼ
の
園
・
か
き
の
み
園

合
同
収
穫
祭

日
時
＝
11
月
10
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
30
分
　
会
場
＝
あ
け
ぼ
の
園

（
柿
町
）

内
容
＝
利
用
者
・
保
護

者
・
職
員
等
の
作
品
展
示
、
民
謡
踊

り
、
演
奏
、
農
作
物
な
ど
の
即
売
ほ

か
　
□問
あ
け
ぼ
の
園
1
34
・
３
２
１
６

■
障
害
者
水
泳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指
導
者
講
習
会

日
時
＝
10
月
７
日
a
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
　
会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

（
受
付
・
講
義
）、
青
少
年
文
化
セ
ン

タ
ー
（
実
技
）

テ
ー
マ
＝
水
中
運

動
に
お
け
る
筋
緊
張
、
筋
弛
緩
　
講

師
＝
ア
ク
ア
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
研
究

所
長
・
今
野
純
さ
ん
　
対
象
＝
高
校

生
以
上
　
受
講
料
＝
３
、０
０
０
円（
昼

食
、
プ
ー
ル
代
含
む
）

□申
長
岡
ア

ク
テ
ィ
ブ
事
務
局
1
35
・
８
０
９
６

介
護
保
険
課
1
39
・
2
2
4
5

●
い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
つ
ど
い

〜
笑
っ
て
愉
快
に
ボ
ケ
封
じ
〜

脳
の
活
性
化
の
た
め
に
つ
ど

い
を
開
催
し
ま
す
。
65
〜
74
歳

の
人
や
、
脳
血
管
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
人
な
ど
が
対
象
で
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
内
容
＝
①
講
話
「
ボ
ケ

封
じ
の
イ
ロ
ハ
」
②
軽
体
操

講
師
＝
①
長
岡
赤
十
字
病
院
医

師
・
永
井
博
子
さ
ん
②
健
康
課

運
動
指
導
員
　
申
し
込
み
＝
10

月
９
日
c
か
ら

●
足
腰
健
康
相
談
室

足
腰
の
筋
力
を
つ
け
る
た
め

の
運
動
、
中
高
年
の
心
身
や
介

護
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
個
別

に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介

護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

企
画
課
女
性
政
策
班

1
39
・
2
2
0
4

●
女
性
の
健
康
相
談

「
か
ら
だ
の
こ
と
や
性
の
こ

と
で
悩
ん
で
い
る
」「
子
育
て
に

疲
れ
た
」「
家
庭
の
こ
と
で
相
談

し
た
い
」
こ
の
よ
う
な
と
き
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
男
性
も
利
用
で
き

ま
す
。

日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

の
午
後
１
時
〜
４
時
（
相
談
日

が
祝
日
の
場
合
は
休
み
）

相
談
方
法
＝
電
話
ま
た
は
面
接

（
相
談
専
用
電
話
1
39
・
９
３

５
７
、
面
接
相
談
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
1
39
・
９
３
５

７
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

場
所
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
２
階
・
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
・
ウ
ィ
ル
な
が
お
か

健
康
課
1
32
・
5
0
0
0

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

11
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
13
年
７
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
13
年
１
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科

医
・
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、

母
子
健
康
手
帳
、
保
険

証
、
赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月

児
の
み
）

●
市
民
献
血

会
場
・
実
施
時
間
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前

に
健
康
課
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時
＝
11
月
10
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
ダ
イ
エ
ー
長

岡
店
前

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

●
糖
尿
病
食
事
グ
ル
ー
プ
相
談

糖
尿
病
と
じ
ょ
う
ず
に
付
き

合
う
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
30
日
c
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
、

午
後
１
時
〜
１
時
30
分
）

会

場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝

栄
養
士
・
保
健
婦
に
よ
る
食
事

相
談
と
指
導
　
申
し
込
み
＝
前

日
ま
で
に
電
話
で

●
パ
パ
・
マ
マ
サ
ー
ク
ル

妊
婦
同
士
の
交
流
や
情
報
交

換
の
場
と
し
て
も
ど
う
ぞ
。

対
象
＝
初
回
妊
婦
と
配
偶
者

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
１
回
目
は
動
き
や
す

い
服
装
で
　
申
し
込
み
＝
11
月

６
日
c
ま
で

●
年
に
１
度
は

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
！

職
場
な
ど
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
人
や
年
度
途

中
に
転
入
し
た
た
め
、
健
診
の

機
会
が
な
い
人
は
、
長
岡
市
が

実
施
す
る
各
種
健
診
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

内
容
＝
基
本
健
康
診
査
、
胃
が

ん
・
大
腸
が
ん
検
診
、
子
宮
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
、
結
核
・
肺

が
ん
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予

防
検
診
　
料
金
＝
左
の
表
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
　
日
時
＝
日

程
や
そ
の
ほ
か
の
健
診
に
つ
い

て
は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
健
康
課
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課
1
32
・

５
０
０
０

●基本健康診査（６５歳以上は無料）
40歳以上…………………１,３００円
19～39歳…………………３,３００円
●がん検診（７０歳以上は無料）
胃がん……………………１,０００円
大腸がん………………… ５００円
子宮がん（集団）………… ６００円
子宮頸がん（個別）………１,７００円

子宮頸・体がん（個別）……２,５００円
乳がん（集団）………………４００円
乳がん（個別）………………７００円
肺がん（たんの検査）………７００円

●胸部レントゲン…………………無料
●骨祖しょう症予防検診………８００円
生活保護世帯、市民税非課税世帯、

市民税均等割額のみの世帯の人は申し
出により免除されます。

●
10
月
10
日
（　）
は
市
内
一
斉

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
と

は
、
一
人
ひ
と
り
が
個
人
的
な

自
家
用
車
の
使
用
を
自
粛
す
る

こ
と
で
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
と

地
球
温
暖
化
の
原
因
で
も
あ
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
を
め

ざ
す
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

マ
イ
カ
ー
通
勤
の
人
は
、
10

月
10
日
d
に
市
内
一
斉
に
実
施

す
る
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
２
０
０
１
長
岡

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
実
行
委
員

会
事
務
局
・
環
境
政
策
課
1
24

・
０
５
２
８
、
都
市
政
策
課
1

39
・
２
２
２
５

●
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
お
譲
り

し
ま
す
（
有
償
で
す
）

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
寿
３
）

の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内
に
設

置
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
コ

ー
ナ
ー
が
次
の
期
間
オ
ー
プ
ン

し
、
展
示
品
を
有
償
で
お
譲
り

し
ま
す
。

準
備
の
都
合
上
、
お
出
か
け

前
に
環
境
業
務
課
1
24
・
２
８

３
７
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
10
月
16
日
〜
26
日
の
火

〜
金
曜
日
　
時
間
＝
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

■
長
岡
圏
域
振
興
イ
ベ
ン
ト(

無
料)

「
現
代
の
名
工
」
と
し
て
労
働
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
日
展
竹
工
芸
作
家

・
八
子
鳳
堂
さ
ん
の
講
演
会
、
製
作

実
演
、
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
28
日
a
午
後
０
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
和
島
村
農
村
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館
（
和
島
村
役
場

隣
）

□問
長
岡
圏
域
振
興
イ
ベ
ン
ト

実
行
委
員
会
（
和
島
村
役
場
内
）
1

74
・
３
１
１
１

■
さ
つ
ま
い
も
・
さ
と
い
も
収
穫
体
験

日
時
＝
10
月
28
日
a
午
前
10
時
か
ら

（
雨
天
の
場
合
は
11
月
４
日
）

会

場
＝
西
部
丘
陵
ポ
マ
ト
倶
楽
部
ほ
場

（
関
原
町
）

参
加
料
＝
１
袋
５
０

０
円
　
□問
三
古
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
1
35
・
３
０
５
０

■
「
元
気
に
な
ろ
う
よ
！
映
画
祭
」

①
特
別
講
演
「
子
ど
も
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
た
め
に
」

日
時
＝
11
月
１
日
e
午
後
６
時
30
分

〜
９
時
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
シ
ア
タ
ー
　
講
師
＝
教
育
評
論
家

・
斎
藤
次
郎
さ
ん
　
料
金
＝
高
校
生

以
上
１
、５
０
０
円
（
当
日
２
０
０
円

増
）
、
小
・
中
学
生
・
障
害
を
持
つ

人
８
０
０
円
（
介
助
者
は
無
料
）

②
映
画
上
映
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

「
こ
ど
も
の
そ
ら
」「
闇
を
掘
る
」

な
ど
、
長
岡
市
在
住
の
小
林
茂
監
督

の
７
作
品
を
上
映
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
９
日
f
〜
11
日
a

会

場
＝
中
央
図
書
館
講
堂（
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
）

料
金
＝

高
校
生
以
上
…
１
回
券
１
、０
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
）、３
回
券
２
、０

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�
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健  

康�

く
ら
し�

期日�

栄
養
士�

�

運
動�

指
導
員�

�

保
健
婦�

�

助
産
婦�

医
師�

�

保
健
婦�

�

助
産
婦�

マ
タ
ニ
テ
ィ�

サ
ー
ク
ル�

卒
業
生�

助
産
婦�

保
健
婦�

食
事
チ
ェ
ッ
ク�

リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操�

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク�

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク�

―
心
を
育
て
る
・�

体
の
変
化
と
注
意
―�

先
輩
マ
マ
か
ら
の
伝
言�

11／9f16f

赤
ち
ゃ
ん
の
も
く�

浴
指
導
と
実
習�

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク�

22e

内
　
　
容�

担
当�

期
日�

肩
や
膝
な
ど
の
痛
み�

を
和
ら
げ
る
運
動
や�

リ
ハ
ビ
リ
方
法
な
ど�

中
高
年
の
心
身
の
悩�

み
や
介
護
家
族
の
ス�

ト
レ
ス
な
ど�

理
学
療
法
士�

���

臨
床
心
理
士�

肩
や
膝
な
ど
の
痛
み�

を
和
ら
げ
る
運
動
や�

リ
ハ
ビ
リ
方
法
な
ど�

寝
た
き
り
や
痴
呆
予�

防
、健
康
管
理
な
ど�

理
学
療
法
士�

���

保
健
婦�

10/11�
e

25�
e

相
談
内
容�

担
　
当�

期
日�

高
齢
者
セ
ン
タ
ー�

み
や
う
ち�

高
齢
者
セ
ン
タ
ー�

ふ
そ
き�

高
齢
者
セ
ン
タ
ー�

ま
き
や
ま�

高
齢
者
セ
ン
タ
ー�

け
さ
じ
ろ�

30人�50人�30人�50人�

10/19�
f

23�
c

25�
e

31�
d

会
　
　
場�

定
員�

期
日�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

栄
養
士�

保
健
婦�

保
健
婦�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

心
の
健
康�

10／17�
d

11／7�
d

内
　
容�

担
　
　
当�

10月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご

利用ください。
（1）休日急患診療所
（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは
休日急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
¡平日

™休日

午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 5 時30分�
午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 3 時30分�

診 療 科 目 � 受　付　時　間�
休日急患診療所�
1 3 5・8 2 5 5

内　科（小児科）�
外　科�

歯　科�休日急患歯科診療所�
1 3 3・9 6 4 4

立 川 綜 合 病 院�
長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�

月曜日・木曜日�
火曜日・金曜日�
水曜日・土曜日�

（1 33・3111）�
（1 28・3600）�
（1 35・3700）�

立 川 綜 合 病 院�
長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�

  7日a・21日a�
8日-・28日a
14日a　　　   

（1 33・3111）�
（1 28・3600）�
（1 35・3700）�

当日は、託児サービス、手話通訳もあります。
日　時＝11月４日a

午後１時30分～
３時30分

会　場＝リリックホール・シ
アター

講　師＝国立小児病院小児医
療研究センター免疫・
アレルギー研究部長・
斎藤博久さん

定　員＝450人
申し込み＝10月26日fまでに電話、ファクスまた

はＥメールで、氏名、電話番号、託児サー
ビス希望の有無を健康課1３２・５０００、FAX
３９・５２２２、Ｅメールkenkou@city.nagaok
a.niigata.jpへ

問い合わせ＝健康課1３２・５０００

市民健康づくり講演会（無料）
「アレルギーに負けない生活術」

▲斎藤博久さん

人口と世帯数 住民基本台帳登録数13.９.１（前月比）

191,645人 94,243人 97,402人 65,696世帯
（＋52） （＋57）（＋40）（＋12）

長岡市が実施する主な健康診査料金

水



審議会、委員会等の状況（過去５年間※数値は４月１日現在）�

※は選挙によるもの�

議会、行政委員会等の状況（平成1 3 年４月１日現在）�

市 議 会 議 員 ※ �
教 育 委 員 �
選 挙 管 理 委 員 �
監 査 委 員 �
公 平 委 員 �
農 業 委 員 ※ �
固定資産評価審査委員�

33�
5�
4�
3�
3�
33�
5

1�
1�
0�
0�
0�
0�
0

3.0�
20.0�
0�
0�
0�
0�
0

％�
％�
％�
％�
％�
％�
％�

委 員 数�（人）�女性委員数（人）�女性委員の比率�

平成 9�
平成10�
平成11�
平成12�
平成13

50�
38�
37�
41�
43

32�
30�
30�
35�
37

64.0％�
78.9％�
81.1％�
85.4％�
86.0％�

21.8％�
22.5％�
23.9％�
26.8％�
26.2％�

716�
608�
581�
745�
688

156�
137�
139�
200�
180

年　度�審議会・�
委員会数�

女性委員�
を含む会�
数（人）　�

女性委員�
を含む会�
の比率　�

女性委員�
の 比 率�

委員数�
（人）�

女　性�
委員数�
（人）�

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

加
料
＝
ペ
ア
１
チ
ー
ム
４
、０
０
０
円
、

個
人
２
、０
０
０
円
　
□申
10
月
25
日
e

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
覚
張
書
店

（
大
手
通
２
）
・
新
井
淳
二
さ
ん
1

32
・
１
１
３
９
へ
　
□問
小
林
重
喜
さ

ん
1
34
・
５
７
４
５

■
だ
れ
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
体
験
無
料
）。

活
動
日
時
＝
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
（
第
４
月
曜
日
は
休
み
）

会
場
＝
南
部
体
育
館
　
対
象
＝
中
学

生
以
上
　
参
加
料
＝
月
５
０
０
円
　

□問
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
同
好
会
・

樋
口
さ
ん
1
34
・
２
３
０
３

■
が
ん
セ
ミ
ナ
ー
「
21
世
紀
の
が
ん

医
療
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」

日
時
＝
10
月
10
日
d
午
後
６
時
〜
８

時
30
分
　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
　
定
員
＝

３
６
０
人
　
参
加
料
＝
無
料
　
内
容

＝
看
護
婦
、
ビ
ハ
ー
ラ
僧
、
一
般
代

表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
　
□問
長
岡
赤
十
字
病
院
内
科

部
長
・
藤
原
さ
ん
1
28
・
３
６
０
０

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料)

日
時
＝
10
月
15
日
b
、
11
月
12
日
b

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
長

岡
保
健
所
　
内
容
＝
精
神
科
医
師
に

よ
る
精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

□申
長
岡
保
健
所
地
域
保
健
課
1
33
・
４

９
３
１

■
安
心
介
護
講
座
（
無
料)

テ
ー
マ
は
、「
市
販
の
介
護
用
品
を

使
用
し
た
介
護
と
、
家
庭
に
あ
る
も

の
を
工
夫
し
て
行
う
介
護
」
で
す
。

介
護
を
受
け
て
い
る
人
が
参
加
す

る
場
合
は
、
送
迎
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
４
日
a
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
・
申
し
込
み
＝
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
王
見
台
・
若
月
さ
ん
1
28

・
８
８
０
０

●
１
１
９
番
フ
ェ
ア

１
１
９
番
通
報
体
験
で
、
あ

な
た
の
生
命
と
財
産
を
守
る
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
の
大
切
さ
を
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
（
11
月
９

日
は
１
１
９
番
の
日
で
す
）。

日
時
＝
11
月
３
日
-
午
前
11
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
大
手
通

２
丁
目
の
歩
行
者
天
国
　
内
容

＝
１
１
９
番
通
報
体
験
、
職
員

の
１
１
９
番
お
笑
い
ト
ー
ク
、

は
し
ご
車
に
よ
る
救
助
訓
練
、

消
防
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
　
問

い
合
わ
せ
＝
消
防
署
指
令
室
1

36
・
０
１
１
９

●
防
火
管
理
講
習
会
（
甲
種
）

期
日
＝
11
月
８
日
e
、
９
日
f

（
２
日
間
）

定
員
＝
90
人

会
場
＝
市
立
劇
場
　
テ
キ
ス
ト

代
＝
２
、７
０
０
円
（
当
日
に
）

申
し
込
み
＝
10
月
22
日
b
〜
11

月
２
日
f
に
顔
写
真
（
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
、
６
カ
月
以
内
に
撮

影
し
た
も
の
）
１
枚
を
お
持
ち

の
う
え
、
消
防
本
部
、
各
出
張

所
・
分
遣
所
へ
　
問
い
合
わ
せ

＝
消
防
本
部
予
防
課
1
35
・
２

１
９
０

●
身
体
障
害
者
な
ん
で
も
相
談

長
岡
市
訪
問
相
談
員
ま
た
は

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
、
身
体
に
障
害
の
あ
る

人
が
日
ご
ろ
悩
ん
で
い
る
こ
と

長
岡
市
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に

し
よ
う
と
開
催
さ
れ
て
い
る
花

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
。

今
年
は
85
団
体
が
参
加
し
ま

し
た
。

４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
の
活

動
を
審
査
し
た
結
果
、
各
部
門

の
最
優
秀
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
、
審
査
員
特

別
賞
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
最
優
秀
賞
と
特
別

賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

〔
保
育
所
・
保
育
園
・

幼
稚
園
の
部
〕

黒
条
保
育
所

〔
小
学
校
の
部
〕

黒
条
小
学
校

〔
中
学
校
以
上
の
部
〕

宮
内
中
学
校

〔
地
域
・
職
場
の
部
〕

高
見
団
地
町
内
会

審
査
員
特
別
賞

〔
地
域
・
職
場
の
部
〕

双
葉
寮

参
加
し
た
全
団
体
の
作
品
を
、

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
で
展

示
し
ま
す
。

期
間
＝
10
月
１
日
b
〜
11
月
２

日
f

展
示
方
法
＝
全
参
加
団

体
を
５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
１

週
間
ず
つ
展
示
し
ま
す
（
ど
の

団
体
の
作
品
が
、
い
つ
展
示
さ

れ
る
か
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

公
園
緑
地
課
1
39
・
２
２
３
０

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

に
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
25
日
e
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
、
10
月
26
日
f
午

後
１
時
〜
４
時
　
場
所
＝
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
（
大
手
通

２
）
２
階
　
問
い
合
わ
せ
＝
福

祉
相
談
課
1
39
・
２
２
１
８
、

FAX
32
・
０
１
６
０

●
住
宅
建
設
等
制
度
融
資
の
受

付
は
終
了
し
ま
し
た

平
成
13
年
度
の
住
宅
建
設
等

特
別
融
資
・
勤
労
者
住
宅
建
設

資
金
融
資
の
今
年
度
分
は
、
８

月
末
日
で
終
了
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
＝
建
築
住
宅
課
1

39
・
２
２
２
９

●
都
市
計
画
変
更
案
の
図
書
を

縦
覧
し
ま
す

長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
陽
光

台
地
区
に
関
す
る
地
区
計
画
と

そ
れ
に
伴
う
用
途
地
域
、
高
度

地
区
の
都
市
計
画
変
更
に
あ
た

り
、
変
更
案
を
記
載
し
た
関
係

図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
変
更
案
に
つ
い
て
意
見

の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
中
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

縦
覧
期
間=

10
月
２
日
c
〜
16

日
c

場
所
＝
市
役
所
３
階
都

市
政
策
課
　
問
い
合
わ
せ
＝
都

市
政
策
課
1
39
・
２
２
２
５

●
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

を
行
っ
た
ら
２
週
間
以
内
に

届
け
出
を

一
定
面
積
以
上
（
左
表
参
照
）

の
土
地
取
引
を
行
っ
た
ら
、
契

約
の
締
結
か
ら
２
週
間
以
内
に

県
知
事
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
都
市
政
策
課
1

39
・
２
２
２
５
、
県
用
地
・
土

地
利
用
課
1
０
２
５
・
２
８
５

・
５
５
１
１

●
国
民
年
金
に
は
付
加
年
金

制
度
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
は
、
希
望
に
よ
り
定
額
の
保

険
料
（
月
額
１
３
、３
０
０
円
）

に
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険

料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、

次
の
式
で
計
算
し
た
額
が
付
加

年
金
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
に

加
算
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を

受
け
て
い
た
り
、
国
民
年
金
基

金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
５
０

●
家
族
介
護
慰
労
金

平
成
13
年
３
月
31
日
現
在
、

市
内
に
住
所
の
あ
っ
た
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人
を
家
庭
で

常
時
介
護
し
て
い
た
人
に
家
族

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件
＝
①
要
介
護
４
、
５
ま
た

は
こ
れ
と
同
程
度
と
認
め
ら
れ

る
状
態
が
過
去
１
年
以
上
継
続

し
て
い
る
65
歳
以
上
の
人
ま
た

は
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で

女性の登用状況ー女性の委員の比率は２６.２％－

男女共同参画社会づくりを進めるためには、あらゆる分野に男女がともに参
画していくことが大切
です。
長岡市では、審議会

等への女性の割合（登
用率）が平成17年度ま
でに30％に達するよう、
積極的に女性の登用を
進めています。
その結果、平成13年

度の登用率は26.2％と
なりました。今後は、
女性委員がいない審議
会を少なくしていきま
す。
担当＝企画課女性政

策班1３９・２２０４

特
定
疾
病
に
該
当
す
る
人
②
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い

る
③
過
去
１
年
間
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス（
年
７
日
間
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
除
く
）
を
利
用
し

て
い
な
い
¢
過
去
１
年
間
91
日

以
上
病
院
に
入
院
し
て
い
な
い

支
給
額
＝
１
０
０
、０
０
０
円

支
給
時
期
＝
12
月
下
旬
　
申
請

期
間
＝
10
月
１
日
b
〜
31
日
d

申
請
・
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保

険
課
1
39
・
２
２
４
５

■
話
の
泉
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

日
時
＝
11
月
18
日
a
正
午
か
ら
　
会

場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
発
表
課
題

＝
私
の
提
案
、
便
り
、
時
代
の
流
れ

（
時
間
は
５
分
間
）

参
加
料
＝
無

料
　
□申
10
月
22
日
b
ま
で
に
名
地
さ

ん
1
66
・
６
４
３
２
へ
（
午
後
７
時

〜
10
時
）

■
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か

日
時
＝
月
曜
日
の
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
（
月
３
回
）

会
場
＝
厚
生
会

館
　
参
加
料
＝
月
２
、５
０
０
円
（
入

会
金
１
、０
０
０
円
）

□申
ア
ッ
プ
ル

・
星
野
裕
子
さ
ん
1
32
・
５
４
２
５
、

FAX
32
・
５
３
０
２

■
ち
び
っ
こ
テ
ニ
ス
参
加
者
募
集

コ
ー
ス
＝
①
ち
び
っ
こ
テ
ニ
ス
教
室

②
ち
び
っ
こ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　
期
間

＝
11
月
９
日
〜
来
年
３
月
15
日
の
毎

週
金
曜
日
（
計
15
回
）

時
間
＝
①

午
後
５
時
〜
６
時
②
午
後
５
時
〜
６

時
30
分
　
会
場
＝
南
部
体
育
館
①
１

階
グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア
②
２
階
ア
リ
ー

ナ
　
対
象
＝
①
５
歳
〜
小
学
２
年
生

の
初
心
者
②
小
学
生
　
参
加
料
＝
８
、

０
０
０
円
（
初
回
に
）

定
員
＝
①

25
人
②
20
人
　
持
ち
物
＝
運
動
靴（
①

は
外
履
き
、
②
は
内
履
き
）、

ラ
ケ

ッ
ト
（
①
は
貸
出
あ
り
）

□申
10
月

15
日
b
午
前
９
時
か
ら
南
部
体
育
館

1
39
・
３
６
０
０
へ

■
盛
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
親
善
大
会

日
時
＝
11
月
16
日
f
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
種
目

＝
ペ
ア
…
45
歳
以
上
の
男
女
混
合
で

合
計
年
齢
が
95
歳
以
上
、
個
人
…
男

子
50
歳
以
上
、
女
子
45
歳
以
上
　
参

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

19 18

く
ら
し�

手
続
き
・�

制
　
度�

2
、0
0
0
g
以
上�

市
街
化
区
域�

5
、0
0
0
g
以
上�

市
街
化
区
域�

以
外
の
都
市�

計
画
区
域�

1
0
、0
0
0
g
以
上�

都
市
計
画�

区
　
域
　
外�

く�ら�し�の�情�報�く�ら�し�の�情�報�№40

問い合わせは消費生活センター1３２・００２２へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

携帯電話で知り合った人に勧められて
高額な指輪を買ったが…

Ｑ：　携帯電話のメール交換
で知り合った人に会いに
出かけた。世間話をした
後、展示会に誘われ、お
そろいで作ろうと勧めら
れて高額な指輪を買った
が、その後、その人と連絡が取れなくなり、支払
いだけが残ってしまった。

Ａ：　最近、携帯電話の普及により、携帯電話のメー
ル交換で知り合った人に「友達になろう」「一緒
に遊ぼう」と誘われ、出かけた先で高額なアクセ
サリーや旅行に安く行ける会員権などを契約させ
られたという相談が増えています。男性には女性、
女性には男性から電話がある例が多いようです。
このように、販売目的を隠して呼び出され、契
約させられた場合、契約してから８日間以内であ
れば、クーリング・オフ（契約の無条件解除）で
きますが、これを過ぎると解約できなかったり、
解約料を取られたりすることになります。
携帯電話のメール交換で、相手のことをよく知
ることは困難です。呼び出されても警戒が必要で
す。

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

長岡ケーブルテレビ「長岡市のお知らせ」
毎週月曜日の午後６時から４分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後４時40分
～47分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞
が
決
定

▲地域・職場の部で最優秀賞を受賞した高見
団地町内会のみなさんのサルビアの花つみで
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

●
家
族
介
護
用
品
等
購
入
手
当

10
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住

所
の
あ
る
次
の
条
件
を
満
た
す

人
を
家
庭
で
常
時
介
護
し
て
い

る
人
に
家
族
介
護
用
品
等
購
入

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

条
件
＝
①
介
護
保
険
の
認
定
で

要
介
護
３
〜
５
ま
た
は
こ
れ
と

同
程
度
の
状
態
と
認
め
ら
れ
る

状
態
が
６
カ
月
以
上
継
続
し
、

今
後
も
こ
の
状
態
が
継
続
す
る

と
見
込
ま
れ
る
65
歳
以
上
の
人

②
重
複
障
害
者
（
重
度
知
的
障

害
と
肢
体
不
自
由
の
１
〜
３
級

の
障
害
が
重
複
し
て
い
る
人
）

③
①
に
該
当
し
な
い
が
、
11
年

度
在
宅
介
護
手
当
お
よ
び
12
年

度
家
族
介
護
用
品
等
購
入
手
当

受
給
対
象
高
齢
者
で
寝
た
き
り
、

痴
呆
性
高
齢
者
　
支
給
額
＝
①

②
７
５
、０
０
０
円
、
③
４
０
、０

０
０
円
　
支
給
時
期
＝
12
月
下

旬
　
申
請
期
間
＝
10
月
１
日
b

〜
31
日
d

申
請
・
問
い
合
わ

せ
＝
①
、
③
は
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５
、
②
は
福
祉
相

談
課
1
39
・
２
２
１
８

●
心
身
障
害
者
お
む
つ
手
当

10
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住

所
の
あ
る
65
歳
未
満
の
在
宅
障

害
者
で
次
の
条
件
に
該
当
す
る

人
に
お
む
つ
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

条
件
＝
①
特
別
児
童
扶
養
手
当

（
１
級
）
の
対
象
児
童
②
障
害

児
福
祉
手
当
の
受
給
資
格
者
③

特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
資
格

者
④
そ
の
他
長
岡
市
長
が
特
に

認
め
た
者
（
※
た
だ
し
、
次
に

該
当
す
る
人
は
除
き
ま
す
。「
家

族
介
護
用
品
等
購
入
手
当
支
給

事
業
」
対
象
者
、
補
装
具
と
し

て
紙
お
む
つ
の
交
付
を
受
け
た

人
。
な
お
、
二
分
脊
椎
障
害
ま

た
は
乳
児
期
以
前
に
発
現
し
た

脳
原
性
運
動
機
能
障
害
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
は
、
補

装
具
と
し
て
紙
お
む
つ
を
支
給

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
）

支

給
額
＝
１
５
、０
０
０
円
　
支
給

時
期
＝
12
月
下
旬
　
申
請
期
間

＝
10
月
１
日
b
〜
31
日
d

申

請
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
相
談

課
1
39
・
２
２
１
８

●
学
校
給
食
調
理
業
務
の
委
託

業
者
を
募
集
し
ま
す

平
成
14
年
度
学
校
給
食
調
理

業
務
の
委
託
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
10
月
31
日
d
ま
で

に
学
校
教
育
課
1
39
・
２
２
３

９
へ

市では、中小企業の経営環境の改善をお手伝いするために、次の
制度融資の条件を緩和しました。
制度融資名＝長岡市中小企業振興資金普通貸付
緩和条件＝①同一制度内での借り換えを認める

②据置期間1年以内を2年以内に延長する
適用期間＝平成13年９月17日～14年９月30日の融資分

条件緩和後の中小企業振興資金普通貸付の貸付条件

融資対象となる中小企業

長岡市では、ほかにも小規模事業者を対象とした小口貸付や創業者を対象とした融資制度などを用意しています。
お気軽にご相談ください。

※自動車または航空機用タイヤおよびチューブ製造業なら
びに工業用ベルト製造業を除く

中小企業のみなさん　資金調達にご活用ください

長岡市制度融資の条件を緩和

■
県
立
近
代
美
術
館
1
28
・
４
１
１
１

の
催
し

①
映
画
鑑
賞
会
（
無
料
）

上
映
作
品
＝
「
お
早
よ
う
」（
小
津
安

二
郎
監
督
、
59
年
松
竹
）

日
時
＝

10
月
13
日
g
午
前
11
時
か
ら
、
午
後

２
時
か
ら
　
会
場
＝
講
堂

②
美
術
鑑
賞
講
座
「
印
象
派
の
歴
史

色
彩
の
革
命
│

青
」（
無
料
）

日
時
＝
11
月
３
日
-
午
後
２
時
か
ら

講
師
＝
主
任
学
芸
員
・
平
石
昌
子
さ

ん
　
会
場
＝
講
堂

■
講
演
会
「
最
新
出
土
文
字
資
料
か
　

ら
み
た
越
後
の
古
代
」（
無
料
）

日
時
＝
10
月
14
日
a
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
県
立
歴
史
博
物
館
　
講

師
＝
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
副
館
長

・
平
川
南
さ
ん
　
定
員
＝
１
５
０
人

□申
県
立
歴
史
博
物
館
1
47
・
６
１
３
５

■
糖
尿
病
を
知
る
つ
ど
い

日
時
＝
10
月
27
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
　
内
容
＝

神
戸
大
学
医
学
部
分
子
疫
学
・
坂
根

直
樹
さ
ん
の
講
演
「
楽
し
く
て
た
め

に
な
る
糖
尿
病
教
室
」、
運
動
実
践
、

血
糖
測
定
な
ど
　
□問
長
岡
市
医
師
会

1
32
・
１
９
０
０

■
あ
お
ぞ
ら
の
会
（
が
ん
で
子
ど
も

を
亡
く
し
た
親
の
会
）

子
ど
も
を
亡
く
し
た
悲
し
み
や
辛

ら
さ
な
ど
、
深
い
思
い
を
話
し
合
い

ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
11
日
a
午
前
11
時
か
ら

会
場
＝
信
濃
川
会
館
（
新
潟
市
川
岸

町
２
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円（
昼

食
代
含
む
）

□申
10
月
26
日
f
ま
で

に
「
が
ん
の
子
ど
も
を
守
る
会
」
・

’

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�
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手
続
き
・�

制
　
度�

募
　
集�

ゴム製品製造業※�
上記以外の製造業など�
卸売業�
小売業�
ソフトウェア業�
情報処理サービス業�
旅館業�
上記以外のサービス業�

900人以下または3億円以下�
300人以下または3億円以下�
100人以下または1億円以下�
50人以下または5千万円以下�

300人以下または3億円以下�
�
200人以下または5千万円以下�
100人以下または5千万円以下�

業　　種� 従業員規模・資本金規模�

市内で１年以上営業�
している中小事業者�

運転資金�
設備資金�

2,000万円� 年2.4％（信用保�
証付きは年1.9%)

運転資金６年以内　�
設備資金７年以内�
(据置２年以内を含む）�

対　象　者� 資金使途� 限度額� 貸付利率� 返  済  期  間�

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

深
く
、
江
戸
時
代
に
日
本
に
渡

来
す
る
と
た
ち
ま
ち
全
国
に
広

ま
り
、
人
び
と
に
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
明
治
以
降
の
俳
人

や
歌
人
は
、
こ
の
花
の
あ
で
や

か
さ
を
多
く
詠
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
、
桃
色
花
の
ほ
か
に

白
花
や
葉
裏
が
紅
色
の
も
の
も

あ
り
、
生
花
展
で
は
慎
み
深
く

季
節
感
あ
ふ
れ
る
花
と
し
て
楽

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

秋
海
棠
は
、
花
壇
な
ど
に
植

え
ら
れ
る
四
季
咲
き
ベ
ゴ
ニ
ア

や
鉢
花
に
さ
れ
る
球
根
ベ
ゴ
ニ

ア
、
木
立
ち
ベ
ゴ
ニ
ア
、
観
葉

ベ
ゴ
ニ
ア
と
同
じ
仲
間
で
す
が
、

耐
寒
性
が
あ
り
野
生
化
し
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

耐
寒
ベ
ゴ
ニ
ア
の
改
良
親
と

し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
場
所
）
他
の
植
物
の
花
が
見

ら
れ
な
い
半
日
陰
の
庭
で
も
花

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
用
土
は

選
び
ま
せ
ん
が
湿
り
気
の
あ
る

土
地
を
好
む
の
で
、
池
の
ほ
と

り
や
木
陰
、
家
の
北
側
の
庭
な

ど
半
日
陰
と
な
る
と
こ
ろ
で
育

て
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
植
え
付
け
）
適
期
は
４
月
で

す
が
、
開
花
株
が
あ
れ
ば
９
月

〜
10
月
で
も
植
え
付
け
ら
れ
ま

す
。
植
え
付
け
の
場
所
に
腐
葉

土
を
た
っ
ぷ
り
混
ぜ
て
、
根
を

崩
さ
な
い
よ
う
に
し
て
植
え
ま

し
ょ
う
。

（
鉢
植
え
）
プ
ラ
ン
タ
ー
や
鉢

で
育
て
る
と
き
は
、
腐
葉
土
と

赤
玉
土
ま
た
は
鹿
沼
土
を
同
量

に
混
ぜ
た
用
土
で
、
５
号
鉢
に

１
株
、
６
号
鉢
に
２
、
３
株
を

目
安
に
浅
く
植
え
付
け
ま
す
。

育
ち
が
悪
い
と
き
は
、
油
か
す

の
玉
肥
な
ど
を
置
肥
と
し
て
与

え
ま
す
。

（
水
や
り
）
７
月
〜
９
月
は
気

温
も
高
く
空
気
が
乾
燥
す
る
の

で
、
株
元
に
腐
葉
土
な
ど
を
敷

き
、
水
を
た
っ
ぷ
り
与
え
て
乾

燥
を
防
ぎ
ま
す
。

鉢
植
え
で
根
腐
れ
の
心
配
が

あ
る
場
合
は
、
朝
夕
、
葉
の
両

面
に
霧
吹
き
を
す
る
の
も
よ
い

方
法
で
す
。

（
ふ
や
し
方
）
７
月
上
旬
に
芽

先
10
b
ほ
ど
の
節
下
を
カ
ッ
タ

ー
で
切
り
、
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ

ト
に
挿
し
芽
す
る
か
、
水
挿
し

を
す
る
と
発
根
し
て
小
苗
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
を
植
え
付
け
る

と
秋
に
花
が
見
ら
れ
ま
す
。

花
が
終
わ
る
こ
ろ
に
な
る
と

葉
と
茎
の
つ
け
根
（
葉
腋
）
に

珠
芽
（
ム
カ
ゴ
）
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
採
っ
て
目
的
地
に
ま
い

て
お
く
と
、
翌
春
に
た
く
さ
ん

の
苗
が
芽
生
え
ま
す
。

鉢
に
ま
く
場
合
は
、
赤
玉
土

ま
た
は
川
砂
が
７
、
腐
葉
土
３

の
用
土
に
ム
カ
ゴ
を
浅
く
埋
め

込
み
ま
す
。
乾
か
さ
な
い
よ
う

に
し
て
冬
越
し
す
る
と
、
４
月

こ
ろ
発
芽
し
ま
す
。
葉
が
２
、

３
枚
の
と
き
に
植
え
替
え
し
て

や
り
ま
す
。

秋
海
棠
は
、
中
国
や
マ
レ
ー

シ
ア
が
原
産
で
す
。
春
の
花
の

中
で
も
随
一
と
い
わ
れ
る
バ
ラ

科
の
落
葉
低
木
・
カ
イ
ド
ウ
に

花
色
が
似
て
お
り
、
秋
に
咲
く

の
で
中
国
で
秋
海
棠
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
葉
の
形
が
中
央

脈
に
対
し
て
非
対
称
形
な
の
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
象
の
耳
」

と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。う

な
だ
れ
て
咲
く
花
は
趣
が

趣
の
あ
る
花
姿
　
秋
海
棠

昭
和
の
初
め
に
菊
池
寛
や
与
謝
野
晶
子
、
高
浜
虚
子
ら
が
コ

ス
モ
ス
、
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
、
ア
カ
マ
ン
マ（
イ
ヌ
タ
デ
）、
ハ
ゲ

イ
ト
ウ
、
キ
ク
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
の
７
種
を

「
新
秋
の
七
草
」
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
こ
の
中
か
ら
秋
の
名
の
つ
く
秋
海
棠
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
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▲ シロバナシュウカイドウ

7長岡市米百俵財団では「米百俵賞」の候補
者を募集します。「米百俵賞」は郷土の先覚者
・小林虎三郎の遺徳をしの
び、人材育成の大切さを表
す「米百俵」の精神を継承、
発展させるため、人材育成
に著しい功績をあげた個人
または団体を表彰するもの
です。
対象は、教育、文化、福

祉、スポーツ、産業などの
分野で独創的な活動により
人材の育成に大きく貢献し、「米百俵」の精神
を今に体現する個人または団体です。
自薦・他薦を問いません。推薦のあった個人、

団体の中から、財団の設置する選考委員会（委
員長は評論家の草柳大蔵さん）で受賞者を選考
します。選考結果は来年３月に発表し、６月15
日の「米百俵デー」で表彰します。
推薦は、長岡市のホームページhttp://www.c

ity.nagaoka.niigata.jpでもできます。

募集期間＝平成14年１月18日fまで
賞＝表彰楯、副賞100万円
問い合わせ＝庶務課内7長岡市米百俵財団事務

局1３９・２２０３

第6回『米百俵賞』候補者募集

▲小林虎三郎
（1828～1877）

今年の「米百
俵デー市民のつ
どい」で
第５回米百俵

賞受賞者のオー
ガスティン・ア
ゾチマン・アウ
ニさん（写真左）

▲

原
さ
ん
1
32・
０
９
１
２
へ

■
新
潟
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
は
無
料
で
す
。

事
前
に
電
話
で
ご
予
約
の
上
ど
う

ぞ
。

〔
新
潟
大
学
医
学
部
附
属
病
院
会
場

（
新
潟
市
旭
町
通
１
）〕

相
談
日
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
４
時
〜

６
時
　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟

大
学
医
学
部
附
属
病
院
産
科
婦
人
科

学
教
室
1
０
２
５
・
２
２
５
・
２
１
８
４

〔
県
立
中
央
病
院
会
場
（
上
越
市
新

南
町
）〕

相
談
日
＝
毎
月
第
１
木
曜
日
午
後
１

時
〜
３
時
　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

県
立
中
央
病
院
産
婦
人
科
外
来
1
０

２
５
５
・
２
２
・
７
７
１
１

よ
う
え
き

し
ゅ
が

し
ゅ
う
か
い
ど
う

問い合わせ＝商業振興課1３９・２２２８



■
調
停
相
談
会
（
無
料
）

民
事
お
よ
び
家
事
の
紛
争
に
つ
い

て
解
決
手
段
の
一
つ
で
あ
る
調
停
制

度
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
25
日
e
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
（
大
手
通
２
）

相
談
内
容

＝
交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地
建
物
、

公
害
、
家
庭
の
問
題
な
ど
　
□問
長
岡

地
区
調
停
協
会
（
長
岡
簡
易
裁
判
所

内
）
1
35
・
２
１
４
１

■
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
時
＝
10
月
20
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
（
大
手
通
２
）

相
談
内
容

＝
農
地
・
土
地
利
用
、
営
業
許
可
、

建
設
業
登
録
に
関
す
る
こ
と
な
ど

□問
星
野
さ
ん
1
33
・
８
３
７
８

■
青
少
年
健
全
育
成
「
米
百
俵
基
金
」

助
成
希
望
団
体
募
集

対
象
＝
長
岡
市
で
青
少
年
の
健
全
育

成
を
目
的
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教

育
、
文
化
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て「
人

づ
く
り
」
や
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
団
体
ま
た

は
個
人
　
□申
10
月
31
日
d
ま
で
に
所

定
の
用
紙
で
　
□問
6
長
岡
青
年
会
議

所
・
戸
倉
さ
ん
1
34
・
０
０
６
９

■
青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

対
象
＝
20
〜
39
歳
の
日
本
国
籍
を
持

つ
心
身
と
も
に
健
康
な
男
女
　
募
集

期
間
＝
10
月
15
日
b
〜
11
月
20
日
c

説
明
会
＝
10
月
31
日
d
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分
、
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

で
　
□問
新
潟
県
国
際
交
流
課
1
０
２

５
・
２
８
５
・
５
５
１
１ □申

申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

23 22

1. 平成12年度人件費の状況（普通会計決算）� （単位：人、千円、％）�

（単位：人、千円）�

（単位：円、歳）�

（単位：円）�

（単位：円）�

（単位：人、％）�

2. 平成13年度職員給与費の状況（普通会計当初予算）�

3. 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況�
�

4. 一般行政職の初任給の状況�

5. 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�

6. 一般行政職の級別職員数の状況�

住民基本台帳人口�
（年度末）�

人件費率�
  （Ｂ／Ａ）�

（参考）11年度の　�
 人 件 費 率�歳出額Ａ� 実質収支� 人件費Ｂ�

（13.3.31）190,417 63,697,393 3,689,638 14,248,950 22.4 19.7

（注）人件費には、給料、職員手当（扶養手当、住居手当、通勤手当、時間外勤務手当、期末・勤勉手当など）、�
　　退職手当及び共済費並びに特別職に支給される給料、報酬等が含まれています。�

平成12年度の人件費の状況� 平成13年度の職員給与費の状況�

職員数�
Ａ�

給　　　　　　　与　　　　　　　費�

給　　料� 職員手当� 期末・勤勉手当� 計　　Ｂ�
１人当たり�

　給与額（Ｂ／Ａ）�

1,476 6,264,705 1,243,682 2,707,792 10,216,179 6,922

（注）1．職員手当には、退職手当が含まれていません。�
　　　2．期末・勤勉手当とは、いわゆるボーナスに相当するものです。�

（注）平成12年4月1日現在における長岡市の一般行政職の給与水準は、国家公務員の水準を100とした�
　　ラスパイレス指数でみると105.0となっており、5.0ポイント上回っています。�

一 　 般 　 行 　 政 　 職�
区　　分�

技 　 能 　 労 　 務 　 職 �

平均年齢�平均給料月額�平均給与月額�平均年齢�

長 岡 市 � 428,852 40.8 365,049 394,526 45.7

42.4 344,170 45.3新 潟 県 �

区　　分�
大　　　学　　　卒� 高　　　校　　　卒�

初　任　給� 採用2年経過日�
給　　料　　額� 初　　任　　給� 採用2年経過日�

給　　料　　額�

長　岡　市�

国�
1種�

2種�

174,400 188,900 141,900 151,800

184,200

174,400

203,800

188,900
141,900 151,800

新　潟　県� 181,400 195,000 146,500 157,700

区　　　　　分� 経験年数10年� 経験年数15年� 経験年数20年�

一般行政職�

技能労務職�

大 学 卒 �

高 校 卒 �

高 校 卒 �

中 学 卒 �

302,080 343,243 403,838

235,600 302,900 340,100

202,843 244,857 293,300
（注）経験年数とは、採用後の年数をいいます（卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合）。�

区　　分� １級� ２級� ３級� ４級� ５級� ６級� ７級� ８級� ９級�10級� 計�
標準的な�
職務内容�

主事補�
技師補�

主　事�
技　師�

主　事�
技　師�主　任�係　長�

課　長�
補　佐�

課　長�
補　佐�課　長�

部　長�
部次長�部　長�

職 員 数 �5 61 120 139 76 154 90 128 14 9 796

構 成 比 �0.6 7.7 15.1 17.5 9.5 19.3 11.3 16.1 1.8 1.1 100

参
考�

１年前の�
構 成 比 �0.7 7.2 15.0 16.4 8.9 19.6 12.8 15.6 2.4 1.4 100

（注）1．長岡市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�
　　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。�

（単位：人、％）�7. 昇給期間短縮の状況�
区　　　　　　　　　分� 合　　計� 一般行政職� 技能労務職�

職　員　数（４月１日現在）（Ａ）�
普通昇給期間（12～24月）を　　�
短縮して昇給した職員数�

比　　　　　　率 （Ｂ）／（Ａ）�

職　員　数（４月１日現在）（Ａ）�

比　　　　　　率 （Ｂ）／（Ａ）�

1,182 842 340

108 90 18

9.1 10.7 5.3

1,353 1,005 348

329 255 74

24.3 25.4 21.3

9. 特別職の給料・報酬等の状況�

職員全体に占める手当支給職員の割合� 24.5％�

支給対象職員１人当たり平均支給年額� 63，405円�

　手　 当 　の 　種 　類 　（手当数）� 30

代表的な手当�
の　 名　 称�

支給額の多い手当�

�
多くの職員に支給�
されている手当�

清掃作業手当　　　夜間消防手当�
特別保育手当　　　救急手当　　　�
枝肉処理手当�

夜間消防手当　　　救急手当　　�
災害活動手当　　　下水作業手当�
清掃作業手当�

○配偶者　　　　　　　　　　　16，000円�
○配偶者以外の扶養親族2人まで　各6，000円�
○扶養親族でない配偶者を有する�
　職員の扶養親族１人目　　　　　6，500円�
　（配偶者のない職員は�
　　扶養親族のうち１人のみ　 11，000円）�
○その他の扶養親族１人につき　3，000円�
○満16歳の年度初めから満22歳の年度末ま�
　での子１人につき5，000円加算�

○借家・借間�
　月額12，000円を超える家賃を支払ってい
　る職員に対し、負担している家賃の額に
　応じて最高27，000円まで支給�
○持家居住者（世帯主）　 　　　3,100円�

○持家居住者（世帯主）�
　　国　　1，000円（ただし住
　　　　　宅を新築・購入の�
　　　　　場合5年間2，500円）�
　長岡市　3，100円�

○交通機関等利用者�
　負担している運賃の額に応じて最高�
　50，000円まで支給�
○交通用具（自動車等）使用者�
　2，800～40，000円�

�
○交通用具（自動車等）使用者�
　　国　　　2，000～20，900円�
　長岡市　　2，800～40，000円�

異�

異�

�
同�

区　　　　分� 給　料　等　月　額� 期　末　手　当�

給　　料�

報　　酬�

市　　　長�

助　　　役�

収　入　役�

議　　　長�

副　議　長�

議　　　員�

 1，040，000　円�

　 844，000　円�

　 740，000　円�

　 622，000　円�

　 560，000　円�

　 522，000　円�

　　（支給割合）�
�
 6月期　　1．45月分�
12月期　　1.6　月分�
 3月期　　0．55月分�
　　計　　3．6　月分�

354,597

370,726

平均給料月額�平均給与月額�

8. 職員手当の状況�

区　分� 長　　　　岡　　　　市� 国�

　　　　　　期末手当 勤勉手当�
 6 月　期　1．45月分 0．6　月分�
12 月　期　1．6  月分 0．55月分�
 3 月　期　0．55月分 　―�
　　計　　　3．6  月分 1．15月分�
　　職制上の段階、職務の�
　　級等による加算措置　　有�

　　　　　　期末手当 勤勉手当�
 6 月　期　1．45月分 0．6  月分�
12 月　期　1．6　月分 0．55月分�
 3 月　期　0．55月分 　―�
　　計　　　3．6　月分 1．15月分�
　　職制上の段階、職務の�
　　級等による加算措置　　有�

　　　　　　自己都合　勧奨・定年�
勤続20年　　21．0 月分  28．875月分�
勤続25年　　33．75月分  44．55 月分�
勤続35年　　47．5 月分  62．7　月分�
最高限度額　60．0 月分  62．7　月分�
�
その他の　　定年前早期退職特例措置�
加算措置　　（２％～20％加算）�

　　　　　〈勧奨〉�
退　職　時　10年以上20年未満１号給�
特別昇給　20年以上　　　　２号給�

　　　　　　自己都合　勧奨・定年�
勤続20年　 21．0 月分　28．875月分�
勤続25年　 33．75月分　44．55 月分�
勤続35年　 47．5 月分　62．7　月分�
最高限度額　60．0 月分　62．7　月分�
�
その他の　　定年前早期退職特例措置�
加算措置　　（２％～20％加算）�
�

退 職 時�
特別昇給�

1 2 年 度�

1 1 年 度 �

平
成
13
年
４
月
１
日
現
在
の
長
岡
市
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

長岡市職員の給与等について�

期　末・�
勤勉手当�
（支給割合）�

退職手当�
（支給率）�

102億1,617万9,000円�
歳出額� 給与費�

①方針　・必要最小限の職員数と、業務量に見合った適正な職員配置を実現します。�
　　　　・平成10年４月現在1,814人の職員数を、平成14年までに56人削減し、1,758人とし�
　　　　　ます。�
　　　　※計画目標（1,758人）は13年度で達成されたため、今後、新しい定員適正化計画を�
　　　　　策定し、これに基づいた定員管理を行う予定となっています。�
�
②職員数の推移�

10．定員適正化計画の推進状況�（各年4月1日現在）�

（単位：人）�

（単位：人）�

市民センター開設準備に伴う増等�

運転業務の移管による減�

収納・賦課業務体制の見直しによる減�

保育所管理員の臨時職員化による減等�

エコトピア寿の建設終了による減�

休職者補充のための一時的な増�

業務推進体制の見直しによる減�

道路建設業務の減少による減等�

学校給食調理業務民間委託化による減等�

欠員の補充による増�

水道局事務体制の見直しによる減�

下水道工事業務の減少に伴う減�

市営食肉センター業務の臨時職員化による減�

焼却炉改修業務に伴う増�

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門�

区　分�

③部門別職員数の状況�

議　　会�

総　　務�

税　　務�

民　　生�

衛　　生�

労　　働�

農林水産�

商　　工�

土　　木�

小　　計�

教　　育�

消　　防�

小　　計�

水　　道�

下 水 道�

そ の 他�

小　　計�

長岡地区衛生処理�
組合への派遣職員�

合　　計�

特
別
行
政
部
門�

公
営
企
業
等
会
計
部
門�

11

231

76

325

112

4

38

26

166

989

327

193

520

100

67

61

228

40

1,777

10

233

72

320

111

4

39

25

161

975

322

195

517

97

64

59

220

41

1,753

△1

2

△4

△5

△1

0

1

△1

△5

△14

△5

2

△3

△3

△3

△2

△8

1

△24

                　　　  〈定年〉�
　　　　　20年未満　　　　１号給�
　　　　　20年以上　　　　２号給�
　　　　　（自己都合）（勧奨・定年)�
　　　　   14，058千円  28，565千円�

�

（Ｂ）�

普通昇給期間（12～24月）を　　�
短縮して昇給した職員数�（Ｂ）�

�
�
�
�
�

特殊勤務�
手　　当�
(12年度)

区　　　　　　　分� 全　　　職　　　種�

区　分� 内　　　　　　　容� 国の制度�
との異同� 国の制度と異なる内容�

�
�
�
�

扶 養�
手 当�毎 

月 

決 

ま 

っ 

て 

支 

給�

勤
務
実
績
に
応
じ
て
支
給�

そ
　
の
　
他�

住 居�
手 当�

通 勤�
手 当�

平成12年度�平成13年度�

職 員 数� 対前年�
増減数�

区　分�

主　な　増　減　理　由�

平成10年度�
（基準年次）�

平成11年度� 平成12年度� 平成13年度� 平成14年度�

計　　画�

実
員�

職員数�

増　減�

1,814

1,814

△11 △26

1,803

1,803

1,794 1,777

1,777

△24

1,753

1,758

636億9,739万3,000円� 人件費人件費�
142142億4,8954,895万円万円�

（22.422.4％）�

人件費�
142億4,895万円�

（22.4％）�

給　料給　料�
6262億6,4706,470万�
5,0005,000円�
（61.3％）�

給　料�
62億6,470万�
5,000円�
（61.3％）�職員手当�

1212億4,3684,368万2,0002,000円�
（12.2％）�

職員手当�
12億4,368万2,000円�
（12.2％）�

12　年　度�

11　年　度�

支　　給　　総　　額�

職員１人当たり支給年額�

支　　給　　総　　額�

職員１人当たり支給年額�

474，831�

287�

467，797�

280

千円�

千円�

千円�

千円�

�
�

時 間 外�
勤務手当�

20年以上1号俸�

12年度�
 1人当たり�
平均支給額�

期末・勤勉手当期末・勤勉手当�
2727億779779万2,0002,000円�
（26.5％）％）�

期末・勤勉手当�
27億779万2,000円�
（26.5％）�

平成14年度から新規に入園または転園を希望する児童の申し込みを受け付けます。
申込期間＝11月１日e～21日d（申込書は10月24日dから各保育園で配布します）
申込場所＝各保育園または児童福祉課
入園条件＝就学前の乳幼児で保護者が就労や病気などのために家庭で保育できない場合、

入園できます。ただし、申し込み多数の場合は選考をおこないます。
保育時間＝各保育園によって異なります。

延長保育料や土曜日の保育時間は各保育園にお問い合わせください。
給　　食＝全保育園で給食を実施します。
継続入園＝平成13年度から引き続き入園を希望する児童の手続きについては、保育園を通じて連絡します。

希望が丘保育園で休日保育を実施しています。他の保育園に入園している場合でも日曜日や祝日などに保育を希望
するときは、利用できます。

平成14年度から上除保育所と木の芽保育所を統合し、
上除保育園になります。

問い合わせ＝児童福祉課139・2219

平成１４年度　保育園児の入園案内
平成１４年度から
市立保育所の名称
を「保育園」に改
めます

東 部 保 育 園 �

西 部 保 育 所 �

長 生 保 育 園 �

大 島 保 育 園 �

前 川 保 育 園 �

関 原 保 育 園 �

東部第二保育園�

蔵 王 保 育 園 �

岡 南 保 育 園 �

摂田屋保育園�

柏 保 育 園 �

長 峰 保 育 園 �

宮内中央保育園�

あすなろ保育園�

希望が丘保育園�

新 保 保 育 園 �

深 沢 保 育 園 �

恵 和 保 育 園 �

東部どんぐり保育園�

悠 々 保 育 園 �

四郎丸3-5-11�

渡里町3-46�

西千手2-5-5�

大島本町2-10-28�

前島町211�

関原町2-188-4�

土合5-2-4�

蔵王1-8-15�

滝谷町1701-2�

摂田屋1-13-28 �

寿2-1-5�

才津西町2135-9�

宮内3-10-17�

下柳2-7-7�

希望が丘3-12-2�

新保4-6-14�

深沢町2010-3�

蓮潟町312�

四郎丸2-3-25�

青葉台5-8-1

33-1096�

32-0027�

32-3674�

27-1090�

23-1527�

46-2174�

33-3795�

33-6502�

22-2683�

36-8347�

24-5656�

46-3463�

33-2018�

28-1200�

28-0331�

24-4437�

46-5480�

28-2768�

34-8088�

46-0080

90�

60�

90�

150�

45�

120�

110�

120�

45�

120�

90�

120�

150�

120�

150�

120�

45�

150�

45�

60

�

�

産休明け�

�

�

2か月以上�

産休明け�

2か月以上�

産休明け�

産休明け�

2か月以上�

�
産休明け�

3か月以上�
�

産休明け�

2か月以上�

�

産休明け�

7:00～19:00�

7:30～19:00�

7:00～19:00�

7:00～19:00�

7:15～19:00�

7:15～19:00�

�
7:15～19:15�

7:15～19:00�

7:00～19:30�

7:00～19:00�

7:15～19:00�

7:10～19:10�

7:15～19:00�

7:00～19:00�

7:20～19:00�

7:30～19:00�

7:00～19:00�
�

7:20～19:00

王寺川保育園  

福 戸 保 育 園 �

白 樺 保 育 園 �

寺宝町38－４�

福戸町2606-1�

大積町1-甲1089-2

27-3717�

27-1011�

47-1099

45�

40�

50

�

3歳以上
�
�

8:30～16:00

私立保育所(園) 所　在　地� 電　話� 入　　園�
可能月齢�

平日開園�
時　　間�

定
員

（人）
�

南 部 保 育 園 �

北 部 保 育 園 �

けさじろ保育園  �

宮 内 保 育 園  �

中 沢 保 育 園  �

山 本 保 育 園   �

桂 保 育 園 �

栖 吉 保 育 園 �

昭 和 保 育 園 �

上 除 保 育 園 �

山 通 保 育 園 �

三 和 保 育 園 �

富曽亀保育園   

川 崎 保 育 園 �

中 貫 保 育 園 �

宮 本 保 育 園 �

黒 条 保 育 園 �

日 越 保 育 園 �

六日市保育園�

十日町保育園�

新 組 保 育 園 �

下川西保育園  �

石 坂 保 育 園 �

千手2-9-4�

東新町3-1-1�

今朝白2-9-28�

宮栄3-2-18�

中沢2-1913-4�

浦瀬町774�

桂町53-1�

栖吉町2585-1�

昭和2-2-5�

上除町3638-1�

柿町650-1�

三和2-11-30�

亀貝町404-1�

川崎3-2388�

悠久町127�

宮本町1-甲8�

黒津町377�

高瀬町110�

中潟町728�

十日町1778�

福井町974-1�

花井町1081-4�

村松町2467-3

32-3193�

32-3598�

32-0054�

32-3707�

33-1045�

44-8051�

44-8307�

32-1986�

32-3989�

46-2411�

33-5432�

34-3272�

24-7480�

34-7123�

32-2190�

46-5340�

24-8703�

28-1768�

22-2057�

22-3170�

24-3371�

29-1900�

22-0011

60�

110�

130�

120�

60�

70�

30�
�

90�

120�

80�

90�
�

150�

60�
�

110�

90�

45�
�

60�
�

30

�

�
4か月以上�

�

満1歳以上�

4か月以上�
�

満1歳以上�

�

�

�

�

4か月以上�
�

�

�

�

�

�

満1歳以上�
�

�

4か月以上�

�

�
7:15～19:00�

�

7:30～18:30�

7:15～19:00�

�
7:30～18:30�

�

�

�

�

7:15～19:00�
�

�

�

�

�

�

�

7:30～18:30

市立保育園� 所　在　地� 電　話� 入　　園�
可能月齢�

平日開園�
時　　間�

定
員

（人）
�

へき地保育園� 所　在　地� 電　話� 入　　園�
可能月齢�

平日開園�
時　　間�

定員�
（人）�


